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男女がともに認め合い  いきいきと輝くまちをつくろう
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今
月
は
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
毎
月
市
報
１
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
…
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
今
回
、
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
理
解

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
志
布
志
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

志布志市の男女共同参画社会に向けての取り組み
取 組 時 期 　取　組　の　内　容

平成 18 年１月

松山町、志布志町、有明町が合併し志布志市が誕生。男女共同参画社会に向けてのまちづくり
推進のため、企画政策課内に男女共同参画係を設置。同年４月、基本計画策定のために市民に
よる男女共同参画推進懇話会、庁内職員による男女共同参画プラン策定研究会を設置し、計画
策定に向けて住民意識調査の実施、調査結果の分析、策定作業を行ってきました。

同年２月 熊本大学教育学部教授古賀倫嗣氏による「男女共同参画の理念と政策」と題し、庁内課長級以
上職員（管理職）を対象として職員研修会を開催しました。

同年７月～９月 オフィスピュア代表たもつゆかり氏による男女共同参画セミナーを開催。３回シリーズで「男
女共同参画の視点から社会を考える」をテーマに、約 60 人の参加がありました。

同年７月 企画政策課内に女性支援対策室を設置。市内女性による女性支援推進会議を設置。

同年８月 計画策定に向けて、男女共同参画に関する住民意識調査を実施。対象者は市内在住の男女
２，０００人で、多くの方にご協力いただきました。

同年 11 月 女性支援推進講演会として「食を考える講演会」を開催。正食料理講師の角屋敷まり子さんに
よる講演で、偏った食生活を見直し、改めて食の大切さを知る機会となりました。

平成 19 年１月 市民と職員を対象とした男女共同参画推進講演会を開催。宮崎中央新聞社編集長水谷謹人氏に
よる講演は身近なことを題材とした内容で、面白く、わかりやすいということで大変好評でした。

同年２月
「みんなが主役の講演会」を開催。女性支援推進会議委員が主体となり、市内・外で活躍する団
体を中心に活動の報告や団体の紹介、㈱ドゥーイット代表取締役の坂本彫荷さんによる講演も
あり、130 人程の参加がありました。

同年５月 女性相談員による女性のための女性支援相談室を開設。毎月第１・３水曜日に相談に応じます。

同年６月～９月

「だれもが輝くまちづくり講演会～志布志市男女共同参画地域講座～」開催。松山、有明、志布
志地区で開催しました。松山地区は「農業・農村における男女共同参画」について、有明地区
は「地域づくりと男女共同参画」について、志布志地区は「コミュニケーションと男女共同参画」
について学びました。

同年８月
女性支援相談室開設に伴い、女性のための電話相談に応じるフリーダイヤルを設置しました。

フリーダイヤル　０１２０－７
な や む

８６－０
お ご じ ょ

５４（平日８：３０～１７：００）

同年９月
ＮＰＯ法人人間関係アプローチ宮崎きらきら代表辰身信子氏による職員研修を開催。「自分らし
く生きるためのコミュニケーションづくり」と題し、職場で心地よい人間関係を築き、イキイ
キと働くための考え方や方法を学びました。

同年 11 月 市立泰野小学校ＰＴＡ教育講演会にて、まちづくり出前講座事業による男女共同参画講座の開
催。多くのＰＴＡの方々と教育関係者の方々が、熱心に傾聴してくださいました。

同年 12 月 市立伊﨑田小学校にて、男女共同参画をテーマに校内研修の際、学校教育の役割等についてお
話ししました。

平成 20 年 2 月
「みんなが主役の講演会～私にもひとこと言わせて～」を開催。詳細は次ページの特集をご覧く

ださい。

　このように、志布志市では、男女共同参画社会の実現のため、さまざまな取り組みを行ってきました。
しかし、意識調査結果によると男女間の不平等感を感じる人が多く、さらなる推進が必要とされます。
これからも、さまざまな取り組みを通して、皆様のご理解とご協力をいただきながら、一人ひとりが
責任を分かち合い、認め合い、だれもが暮らしやすいまちづくりを目指します。
　また、現在策定中の男女共同参画基本計画を３月末に公表します。男

ひ と

女がともに認め合いいきいき
と輝くまちづくりを目指した計画です。皆様にはダイジェスト版でお知らせするほか、計画書は本庁
企画政策課、各支所地域振興課、図書館および市ホームページにて閲覧することができます。ぜひご
覧ください。

　
「
男
」「
女
」
に
関
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
の

人
間
と
し
て
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
、

そ
れ
を
尊
敬
す
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

性
別
に
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
生
き
方
に
責
任
を
持
て
る
社
会
が

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
な
の
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
に
個
人
の
尊
重
、
法
の
下

の
平
等
が
謳
わ
れ
、
男
女
平
等
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
実
の
社
会
で
は
、
男
女
間
の
不

平
等
を
感
じ
る
人
も
多
く
、
な
お
一
層
の

努
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会

経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い

く
上
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
緊
急
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は

〝
21
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最

重
要
課
題
〟
と
位
置
づ
け
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
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男女の地位の平等感について（総計）

■非常に平等に
　なっている
■かなり平等に
　なっている
■少し平等に　
　なっている
■あまり平等に
　なっていない
■全く平等に　
　なっていない
■無回答

0% 90%80%70%60%50%40%30%20%10% 100%

志布志市男女共同参画に関する意識調査結果より（平成 18 年度実施分）

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・256）

うるおいと活力のあるまちを目指して 2 月 9 日に行われた講演会の様子（記事 4 ページ）

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.25  

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

な
ぜ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
に
取
り
組
む
の
？
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みんなが主役の講演会～私にもひとこと言わせて～
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２
月
９
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
２
階
ホ
ー
ル
で
「
み
ん
な
が
主
役
の
講

演
会
～
私
に
も
ひ
と
こ
と
言
わ
せ
て
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
団
体
、
市
内
の
幼
稚
園

や
保
育
所
（
園
）
の
保
護
者
、
小
・
中
学

校
・
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
多
く
の
方
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
有
明
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
事
前

に
実
施
し
た
志
布
志
市
に
住
む
10
代
か
ら

80
代
ま
で
の
女
性
１
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
見
え
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の

女
性
た
ち
が
抱
え
る
問
題
や
悩
み
を
年
代

別
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
話
し
合
い
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル

の
と
お
り
〝
み
ん
な
が
主
役
〟
と
な
る
よ

う
、
グ
ル
ー
プ
内
の
一
人
ひ
と
り
が
意
見

を
出
し
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
た
く

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
活
発
な

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
主
催
の

女
性
支
援
推
進
会
議
委
員
の
手
作
り
の
ふ

く
れ
菓
子
と
柚
べ
し
、お
茶
で
く
つ
ろ
ぎ
、

情
報
交
換
や
交
流
で
、
さ
ら
に
輪
を
広
め

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
屋
体
育
大
学
教
授
の
萩
先

生
に
よ
る
講
評
と
ま
と
め
が
あ
り
「
大
変

素
晴
ら
し
い
会
に
参
加
で
き
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
こ
の
会
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
ま

ず
女
性
支
援
推
進

会
議
委
員
が
主
体

と
な
っ
て
開
催
し

た
こ
と
、
そ
し
て

タ
イ
ト
ル
が
魅
力

的
で
参
加
し
た
誰

も
が
主
役
と
な
れ
る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
年
代
別
の
悩

み
や
問
題
点
を
テ
ー
マ
と
し
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
男

女
共
同
参
画
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
地
域
づ
く
り
に
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る

方
が
安
心
し
て
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

託
児
所
を
設
け
ま
し
た
。
今
後
も
市
が
開

催
す
る
会
等
に
は
、
一
時
保
育
等
を
実
施

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
様
々
な
年
代
の
人
と
話
す
機
会
を
持
て
、

大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
会
を
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
解
決
策
や
ア
イ

デ
ア
が
一
つ
で
も
実
現
す
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
支
援
対
策
室
で
は
、
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
解
決
策
や
意
見

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
女
性
支
援
推
進

会
議
の
委
員
と
協
力
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
女
性
の
問
題
の

解
消
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

を
設
置
し
、
市
民
の
方
々
と
協
働
の
も
と

総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
代
表
で
組
織
す
る
懇
話
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に
あ
た
っ
て
の

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
研
究
、
協
議
等
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
度
・
19
年
度
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
民
意
識
調
査
問
題
の
研
究
、

計
画
内
容
の
協
議
、
市
長
へ
の
提
言
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
の
た
め
、
新

た
に
懇
話
会
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
公
募

委
員
を
５
人
募
集
し
ま
す
。
委
員
の
任
期

は
平
成
20
年
４
月
～
22
年
３
月
ま
で
の
２

年
で
す
。
な
お
、
再
任
は
妨
げ
ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

「
男ひ

と女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
い
き
い
き

と
輝
く
ま
ち
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
参
画
さ
れ
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

３
月
21
日
（
金
）
必
着

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
２
５
０
・
２
５
６
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

E-m
ail

：kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp

10 歳代テーマ「残りたい！でも残れない！もっと職場を」
討 議 内 容 ①故郷に残るには、帰ってくるには？

②若い世代のために何をすべきか？
討 議 結 果 ●学校と企業が相互協力して地元の職場を

　もっとＰＲしてほしい
●地元にも仕事はあることを若い人に知ってほ
　しい（自分の経験を若い人に話してあげたい）
●若者を退屈させないような環境づくりも必要
●農業が発展すれば若者の農業従事者が増え
　るのでは

20 歳代テーマ「もっと熱くなろう、若者よ！」
討 議 内 容 ①仲間づくりや交流する場はどこに？

②関心の薄い若者を巻き込むには？
討 議 結 果 ●情報提供や人材バンクの場を作る

●子供のころから社会や地域に関わる仕組み
　づくり
●イベントなどを若者に任せ主体的に動いて
　もらう
●さんふらわあなどを活用した若者の多いま
　ちとの交流
●今ある団体からの呼びかけ
●活動団体の対象年齢を広げ人材不足を補う

30 歳代テーマ「子育てと仕事の両立のためには？」
討 議 内 容 ①女性の負担を軽減するためには？

②社会や私たちができることは？
討 議 結 果 ●人生の中で子育ての時間は短い

●児童手当制度の見直しを
●地域を巻き込んだ子育て
●女性の問題は男性の問題でもある

40 歳代テーマ「私が元気に働くためには？」
討 議 内 容 ①私たちはどうすれば良いのか？

②働きやすい職場環境とは？
討 議 結 果 ●ストレスをためない（スポーツをする、温

　泉に行く、生きがいを見つける）
●健康管理をしっかりする、職場の制度化
●働きやすい職場の環境、働きやすい家庭環境
●子育て時代は職場の仲間の協力・理解

50 歳代テーマ「みんなが安心して暮らせるまちって？」
討 議 内 容 ①私たちができることは？

②地域や社会はどうするべきか？
討 議 結 果 ●趣味や楽しみ、心がけが自然と健康につな

　がる
●まずは家庭、近所隣で声かけをしたり、コ
　ミュニケーションをとったりと良い関係を
　作ることが広く地域社会へと波及していく
●広がった地域社会への効果が自分へ返って
　くる

60 歳代テーマ「おごじょたちよ。出番だよ」
討 議 内 容 ①問題や弊害って何がある？

②その問題を解決するために何をする？
討 議 結 果 ●男女で参加分野が決まっている

●女性の参加者が少ない
●外に出て行く習慣がない

70 歳代テーマ「あたや元気やっど！地域のためにきばっど！」
討 議 内 容 ①地域づくりに参加していくには？

②どんな活動の場があるのか？
討 議 結 果 ●外に出ることが大事であり、出ない人を外

　に出す工夫が大事
●みんなが自立できるように回りが盛り立てる
●世代間の交流が大事
●サロンやグランドゴルフに参加してふれあう

80 歳代テーマ「合併したどん、実感がある？ない？」
討 議 内 容 ①合併を実感する点、しない点は？

②次の世代のために何が残せるか？
討 議 結 果 ●友人が増えたり行動範囲が広がったが、行

　政に対して本心が言えなくなった
●きれいな環境を残したい
●あいさつや伝統芸能を残していきたい

オープニングを飾ったチーム有明どっこいしょのダンス

講演会のまとめの様子

萩先生によるまとめ女性支援相談の様子（イメージ）
2008.� ■市報しぶし　�

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
　女性支援対策室では、市内にお住まい又は勤務される女性を対象

に、女性相談員による相談・電話無料相談を行っています。

■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時

■開設場所：有明農村環境改善センター内

■フリーダイヤル（平日、午前 8 時 30 分～午後 5 時）

　0120-7
な や む

86-0
お ご じ ょ

54

み
ん
な
が
主
役
の
講
演
会
開
催
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市
立
図
書
館
来
館
者
１
０
０
万
人
！

　

２
月
７
日
、
市
立
図
書
館
の
来
館
者
が

１
０
０
万
人
を
突
破
し
、
記
念
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
の

は
香
月
小
学
校
２
年
生
の
平
田
駿は

や
と人
さ
ん

で
、
母
親
の
恭
子
さ
ん
と
一
緒
に
月
に
２

回
は
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ

る
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
シ
リ
ー
ズ
な
ど
５
冊

の
本
を
借
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
立
図
書
館
に
は
約
13
万
冊
の

書
籍
が
あ
り
、
一
年
間
に
約
10
万
人
の
来

館
者
が
あ
り
ま
す
。

　

駿
人
さ
ん
は
「
１
０
０
万
人
目
に
な
れ

て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

図
書
館
の
多
く
の
本
を
読
み
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
訓
練

　

２
月
６
日
、
市
内
９
か
所
で
、
文
化
財
防

火
デ
ー
に
伴
う
文
化
財
防
火
訓
練
が
曽
於
南

部
消
防
署
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
国
宝
法
隆
寺
金

堂
壁
画
が
焼
損
し
、
こ
れ
を
機
に
昭
和
30

年
か
ら
１
月
26
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
志
布
志
市
で
も
文
化
財
防
火
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

安
楽
山
宮
神
社
で
は
、
近
く
の
小
学
生

な
ど
40
人
程
が
見
守
る
な
か
、
消
火
器
を

使
っ
た
訓
練
の
ほ
か
、
消
防
安
楽
分
団
の

協
力
で
、
放
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
の
永
野
頴
さ
ん
は
「
貴
重
な
文
化

財
を
守
る
た
め
、
今
回
の
訓
練
は
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
優
良
調
理
場
表
彰

　

２
月
８
日
、
市
立
松
山
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
よ
り
県
学

校
給
食
優
良
共
同
調
理
場
と
認
め
ら
れ
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
学
校
給
食
の
教
育
的
意

義
を
認
識
し
、
そ
の
充
実
振
興
に
成
果
の

あ
っ
た
調
理
場
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
旧

町
時
代
を
含
め
て
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
、
長
い
間
、

地
場
産
物
の
活
用
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

２
月
18
日
、
教
育
長
室
で
報
告
を
行
っ

た
山
本
愛
栄
養
教
諭
は
「
こ
の
受
彰
は
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
セ
ン

タ
ー
や
学
校
、
地
域
と
一
体
と
な
り
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
国
際
交
流

　

２
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
開
田
の

村
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
生
４
、５
、６
年
生
を
対
象

に
、
応
募
総
数
45
人
の
中
か
ら
抽
選
で
選

ば
れ
た
23
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
内
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
や
JA
あ
お
ぞ
ら
の

中
国
か
ら
の
農
業
研
修
生
も
参
加
し
て
母

国
紹
介
や
英
語
・
中
国
語
等
の
日
常
会
話

等
を
習
い
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
ゲ
ー
ム
や

折
り
紙
で
遊
び
ま
し
た
。

　

１
泊
２
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
い
」
と
言
う
意
見
が
聞
か
れ
、
と
て
も

有
意
義
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で
交
流

　

２
月
24
日
、
第
２
回
志
布
志
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
、

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
当
日
は
約
50
人
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
昨
年
と
同
じ
く
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
ク
を
思
う
よ
う
に
飛
ば
す
こ
と

が
で
き
ず
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
２
回

目
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
て
の

フ
ー
プ
を
ク
リ
ア
す
る
参
加
者
が
３
人
出

る
な
ど
、
昨
年
よ
り
好
成
績
を
あ
げ
る
方

が
多
い
よ
う
で
し
た
。

三
町
合
同
短
歌
会
開
か
れ
る

　

２
月
17
日
、
市
文
化
会
館
で
合
併
後
初

め
て
の
志
布
志
、
有
明
、
松
山
三
町
合
同

短
歌
会
（
南
船
社
同
人
）
が
28
人
の
参
加

に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
詠
草
を
熱
心
に
吟
味
、
感

想
を
述
べ
合
い
最
後
に
５
首
が
互
選
さ
れ

ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
、
新
人
を
問
わ
ず
、

各
人
が
分
担
の
詠
草
に
感
想
を
述
べ
る
こ

と
は
、
作
者
の
心
情
、
読
む
人
に
何
を
訴

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
初
め
て
の
歌
会

と
は
思
え
な
い
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

　

勉
強
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
短
歌
の
道
を
志
す
者
が
、
一
堂
に
集

ま
り
貴
重
な
親
睦
の
場
と
な
り
、
大
変
意

義
あ
る
合
同
短
歌
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
年
に
数
回
は
開
き
た
い
と
会
員

か
ら
も
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
壇
つ
く
り

　

市
役
所
近
く
の
県
道
５
２
３
号
線
沿
い

の
花
壇
に
様
々
な
花
が
咲
き
、
行
き
交
う

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
壇
は
志
布
志
市
有
明
中
央
老
人

ク
ラ
ブ
（
吉
岡
道
徳
会
長
）
の
作
っ
た
も

の
で
、
昨
年
末
に
地
域
の
小
宇
都
工
務
店

が
土
砂
運
搬
と
整
地
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
い
、
そ
の
後
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
員

の
手
に
よ
り
、
花
壇
の
土
作
り
や
花
の
植

樹
を
行
い
、
先
に
行
わ
れ
た
市
の
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
応
募
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の
全
国
三
大
運

動
の
ほ
か
世
代
間
交
流
や
安
心
・
安
全
の

一
環
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も

自
分
た
ち
の
健
康
や
生
き
が
い
作
り
の
た

め
に
様
々
な
活
動
を
し
た
い
」
と
吉
岡
会

長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域の方も訓練に参加しました

100 万人突破セレモニー

教育長室で報告を行う山本栄養教諭

そば打ち体験などを通して様々な交流を行いました

初めての合同短歌会に参加した皆さん

花壇の完成をよろこぶ老人クラブ会員の皆さん

多くの参加者がフライングディスクを楽しみました

つ
な
げ
よ
う
こ
こ
ろ
の
環

　

２
月
16
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
ホ
ー
ル
で
く
ろ
し
お
会
20
周
年
記
念
大

会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

く
ろ
し
お
会
は
、
志
布
志
保
健
所
管
内

（
曽
於
地
区
）
の
精
神
障
が
い
者
を
抱
え

た
家
族
の
た
め
の
会
で
す
。
会
員
の
交
流

と
親
睦
及
び
地
域
で
普
通
の
生
活
を
求
め

て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
近
隣
福
祉
施
設
か
ら
も
参
加

し
、
体
験
発
表
や
演
芸
発
表
、
作
品
展
示
・

販
売
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験
発
表
で
は
、

そ
お
地
区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
優
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
障
が
い
者
や
支
援
者
が
日
頃
の
生
活

の
中
で
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
思
う
こ
と
や
感
じ
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

多くの方が集まり情報交換などを行いました
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保
育
園
と
小
学
校
が
連
携

　

２
月
４
日
、
原
田
小
学
校
で
西
光
保
育

園
と
の
合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
校
・
保
育
園
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
・
保
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
連
携
が
大
切
と
考
え
例
年
、
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
研
修
会
で
は
原
田

小
学
校
の
２
年
生
の
国
語
科
の
授
業
を
通

し
て
協
議
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
を
参
観
し
た
保
育
士
は
、
合
同
研

修
会
で
園
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
聞
く
こ

と
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
を
紹
介
し
、
相
互
に

子
ど
も
の
姿
を
通
し
て
指
導
の
あ
り
方
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

指
導
助
言
に
、
市
教
育
委
員
会
の
図
師

先
生
も
参
加
し
、学
習
過
程
の
大
切
さ
や
、

伝
え
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
課
題
と
、
伝
え

る
こ
と
の
根
底
に
あ
る
感
動
等
、
心
を
育

む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ　

泰
野
小

　

２
月
20
日
、
泰
野
小
学
校
2
年
生
が
、

モ
ン
ゴ
ル
で
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
村
中
さ
と
み
さ
ん
を
講
師
に

モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

村
中
さ
ん
は
民
俗
衣
装
の
デ
ー
ル
を
着

て
、
伝
統
的
な
移
動
式
住
居
ゲ
ル
や
モ
ン

ゴ
ル
相
撲
等
、
モ
ン
ゴ
ル
の
生
活
や
風
俗

に
つ
い
て
多
く
の
写
真
を
使
っ
て
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
の

ク
イ
ズ
や
馬
頭
琴
の
演
奏
等
も
体
験
し
、

授
業
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
モ

ン
ゴ
ル
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
世
界
は
広
く
て
様
々
な
暮
ら
し
が
あ

る
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
」
と
村
中
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

立
志
式
で
講
演
会　

伊
﨑
田
中
学
校

　

２
月
５
日
、
伊
﨑
田
中
学
校
で
立
志
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
志
式
は
昔
の
武
士

社
会
で
、
数
え
年
の
15
歳
の
と
き
に
元
服

式
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

式
の
後
、、日
本
中
央
競
馬
会（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）

の
騎
手
で
あ
る
小
牧
太
さ
ん
の
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
牧
さ
ん
は
、同
中
学
校
の
卒
業
生
で
、

体
が
小
さ
く
卒
業
時
に
も
身
長
が
１
３
０

㌢
㍍
位
し
か
な
く
、
体
重
も
40
㌕
に
も
満

た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
中
学

卒
業
後
に
す
ぐ
に
親
元
を
離
れ
て
の
修
業

時
代
や
地
方
競
馬
か
ら
中
央
競
馬
へ
の
移

籍
時
の
苦
労
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
に
は
全
校
生
徒
の
ほ
か
、
小

牧
さ
ん
の
同
級
生
等
の
保
護
者
も
駆
け
つ

け
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
に
学
ぶ　
　

志
布
志
中
学
校

　

２
月
７
日
、
志
布
志
中
学
校
で
進
路
指

導
講
話
が
行
わ
れ
、
美
容
院
イ
マ
ー
ジ
ュ

で
活
躍
し
て
い
る
小
屋
敷
由
美
さ
ん
の

「
良
き
が
上
に
も
良
き
も
の
を
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
屋
敷
さ
ん
は
昨
年
11
月
６
日
、
群
馬

県
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回
全
日
本
美
容
技

術
選
手
権
大
会
で
、
花
嫁
化
粧
着
付
競
技

の
部
に
出
場
し
見
事
優
勝
し
て
お
り
、
こ

の
日
は
モ
デ
ル
さ
ん
に
花
嫁
化
粧
を
施
し

な
が
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
屋
敷
さ
ん
の
美
容
師
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
や
現
在
の
自
分
に
満
足
し
た
と

こ
ろ
で
自
分
の
成
長
は
止
ま
る
と
の
言
葉

に
、
生
徒
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

お
の
み
ン
ピ
ッ
ク
開
催
！

　

２
月
14
日
、
尾
野
見
小
学
校
で
第
５
回

お
の
み
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
全
校
児

童
61
人
が
地
域
の
高
齢
者
や
保
護
者
が
見

守
る
な
か
、
竹
馬
や
一
輪
車
等
の
練
習
の

成
果
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
運
動
の
楽
し
さ
や
達
成

感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
大
会
に
向
け
始

業
前
や
昼
休
み
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
校
で
縄
跳
び
の
『
時
間
と
び
』
に
挑

戦
の
あ
と
、
班
別
に
一
輪
車
や
竹
馬
な
ど

を
使
っ
た
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
体
育
館
で
鹿
屋
体
育
大
学
の

学
生
に
よ
る
体
操
の
演
技
を
見
学
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
演

技
に
終
始
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

し
い
た
け
栽
培
の
体
験

　

２
月
20
日
、
有
明
小
学
校
の
３
、４
、５

年
生
が
、曽
於
地
区
森
林
組
合
の
協
力
で
、

し
い
た
け
の
栽
培
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
の
前
に
「
地
球
温
暖
化
の
原
因
物

質
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
酸
素
を
作
る
」「
森
林
が
水
を
育
ん
で

い
る
」
な
ど
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
し
い
た
け
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
川
式
司
郎
さ
ん
も
特
別
講
師

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
原
木
の
穴
あ
け
や

菌
の
コ
マ
打
ち
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
森
林
環
境
税
を
利
用
し

た
も
の
で
、
こ
の
他
に
も
市
内
の
４
つ
の

学
校
や
保
育
園
で
、
子
ど
も
た
ち
は
貴
重

な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た

　

２
月
22
日
、
八
野
地
区
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
で
八
野
小
学
校
の
児
童
９
人

が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
そ
ば
打
ち

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
高
齢
者
団
体

千
歳
会
の
４
人
の
指
導
で
、
八
野
地
区
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
が
収
穫
し
た
そ
ば

粉
５
升
を
使
い
そ
ば
打
ち
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
も
参
加
し
、
千
歳
会
の

指
導
の
も
と
、
だ
し
汁
を
作
り
、
か
ま
ど

で
お
湯
を
沸
か
し
て
子
ど
も
た
ち
の
打
っ

た
そ
ば
を
茹
で
ま
し
た
。

　

同
小
４
年
生
の
肝
付
勇
治
さ
ん
は
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
教
え
て
も
ら
っ
て
楽
し

く
そ
ば
打
ち
が
で
き
ま
し
た
。
家
で
も
挑

戦
し
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

奨
励
賞
「
特
別
賞
」
受
賞

　

文
部
科
学
省
後
援
の
平
成
19
年
度
第
２

回
Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞
「
特
別

賞
」
を
通
山
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
（
宮
城
健
二

会
長
）
が
受
賞
し
、
２
月
10
日
、
東
京
都

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
発
足
し
た
同
ク
ラ
ブ
は
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
が

一
体
と
な
り
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
採
取
か
ら

ふ
化
、
放
流
の
ほ
か
海
岸
清
掃
も
行
い
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
生
命
尊
重
の
精

神
を
培
い
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
の
報
告
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は

「
活
動
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
来
年

も
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

保育園と小学校の情報交換が行われました全校生徒が一流の技術を目の当たりにしました

小牧さんが使用したゴーグルを見せてもらい喜ぶ生徒

鹿屋体育大学の学生の演技に見とれる児童

モンゴルの話を夢中になって聞き入った子どもたち

ドリルを使ってしいたけの原木に穴を空ける児童

地域の方の指導でそば打ち体験をする児童

受賞を喜ぶ亀ん子クラブのメンバーと先生や保護者
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新
し
い
特
産
品
を
目
指
し
て

　

２
月
５
日
、
加
世
田
観
光
農
園
で
都
城

酒
造
（
都
城
市
）
へ
、い
ち
ご
の
リ
キ
ュ
ー

ル
（
果
実
酒
）
用
の
い
ち
ご
２
５
０
㌕
の

初
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
減
農
薬
栽
培
を
し
て
お
り
、

今
回
、
近
く
の
協
力
農
家
２
戸
と
と
も
に

計
１
㌧
を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

　

園
主
の
加
世
田
優
二
さ
ん
は
「
パ
ッ
ク

詰
め
作
業
が
無
い
の
で
高
齢
者
や
新
規
就

農
者
も
出
荷
が
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
市
の
特
産
品
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　

都
城
酒
造
で
は
、
い
ち
ご
の
漬
け
込
み

が
終
わ
る
６
月
か
ら
、
５
０
０
㍉
㍑
瓶
約

１
万
７
０
０
０
本
の
製
造
販
売
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
技
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
月
24
日
、
き
ら
く
寿
司
で
田
之
浦
中

学
校
の
生
徒
24
人
が
同
店
の
坂
下
春
夫
さ

ん
の
招
待
を
受
け
、
職
場
体
験
の
一
環
と

し
て
、
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

坂
下
さ
ん
は
、
田
之
浦
中
学
校
を
昭
和

52
年
度
に
卒
業
し
、
高
校
卒
業
の
後
に
県

内
で
和
食
や
寿
司
の
修
行
を
積
み
、
６
年

前
に
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
私
を
育
て
て
く
れ
た
母
校
に
何
か
お
礼

が
し
た
い
」
と
同
級
生
に
相
談
し
、
図
書

の
寄
贈
も
考
え
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

に
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
い
何
か
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
招
待
を
し
た
も
の
で
す
。

　

２
年
生
の
中
迫
大ひ

ろ
き樹

さ
ん
は
「
先
輩
の

握
っ
た
寿
司
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
努

力
す
れ
ば
、
夢
は
実
現
で
き
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
中
学
新
人
駅
伝
大
会
で
５
位
入
賞

　

２
月
２
日
、桜
島
特
設
周
回
コ
ー
ス（
５

区
間
）
で
鹿
児
島
県
中
学
新
人
駅
伝
大
会

が
、
男
子
の
部
60
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
46

チ
ー
ム
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
に
出
場
し
た
松
山
中
は
、
１

区
の
田
中
君
幸
さ
ん
が
先
頭
と
10
秒
差
の

６
位
の
好
位
置
に
つ
け
、
そ
の
後
も
激
し

く
競
り
合
い
な
が
ら
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
10

位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
の
松
山
中
は
１
区
で
前
田
琴

乃
さ
ん
の
好
走
で
７
位
に
つ
け
、
３
区
江

川
あ
か
り
さ
ん
が
３
位
ま
で
浮
上
、
そ
の

後
も
ゴ
ー
ル
ま
で
３
位
争
い
を
し
な
が
ら

５
位
で
ゴ
ー
ル
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
だ
け
で
編
成
さ
れ
た
新
人

駅
伝
で
の
好
成
績
に
、
選
手
の
皆
さ
ん
の

今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１／２成人式で誓いも新たに！

　２月９日、蓬原小学校の４年生の
児童 10 人が、蓬原青少年館で１／
２成人式を迎えました。
　これは、尊い人生の中で、2

は た ち

0 歳
の丁度１／２になる 10 歳を無事に
迎えられたことを祝うとともに、成
人を迎えるまで健やかに成長できる
ことを願って行われたものです。
　式では、子どもたち一人ひとりが、
これまで育ててくれた保護者に感謝
の気持ちを伝え、将来の夢等を発表
しました。

保護者に感謝の手紙を読む児童

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

不思議な氷ができました

　2 月 8 日、寒い朝の出来事です。
　松山町新橋の立山春雄さん宅の庭
に変わった形の氷が出現しました。
　周囲には、水道や建物等上部から
落下してくる様な物はないとのこと
で、立山さんをはじめ近所の方も不
思議がっていました。
　下から湧き出た説や亡くなった奥
様が思いを伝えるため氷となって舞
い戻った説等々でましたが、原因解
明を待たず、昼前にはこの不思議な
形の氷は溶けて水になりました。

神のお告げか…はたまた何かの暗示か？

体
育
指
導
委
員
功
労
者

　

体
育
指
導
委
員
の
木
村
ア
イ
子
さ
ん

が
、
２
月
１
日
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

第
50
回
九
州
地
区
体
育
指
導
委
員
研
究
記

念
大
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら
地
域
に

お
け
る
体
育
の
普
及
指
導
に
努
め
る
と
と

も
に
、
体
育
振
興
の
諸
事
業
に
も
積
極
的

に
協
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
は
、
体
育
指
導
委
員
会

副
会
長
と
し
て
後
継
者
の
指
導
育
成
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
で
は
、
町
の
理
事
長
の
ほ
か
郡

の
副
会
長
、
県
の
理
事
を
歴
任
す
る
な
ど

女
子
体
育
指
導
委
員
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。「
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ

た
の
も
、
家
族
の
理
解
と
仲
間
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
と
」と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
指
導
委
員
の
大
峯
裕
二
さ

ん
は
、
昨
年
10
月
27
日
に
大
口
市
で
開
催

さ
れ
た
第
43
回
鹿
児
島
県
体
育
指
導
委
員

研
究
大
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
峯
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら
地
域
に

お
け
る
体
育
の
普
及
指
導
に
努
め
る
と
と

も
に
、
体
育
振
興
の
諸
事
業
に
も
積
極
的

に
協
力
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
地
域

へ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
頑
張
り
ま
す
」
と
今
後
の
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

野
井
倉
開
田
隧ず
い
ど
う道
め
ぐ
り

　

有
明
校
区
公
民
館
で
は
２
月
24
日
に
校

区
民
、
児
童
48
人
の
参
加
を
得
て
野
井
倉

開
田
の
隧
道
め
ぐ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
約
３
０
０
㌶
の
美
田
を
潤
す
水

路
を
歩
い
て
ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
と
野
井

倉
土
地
改
良
区
、
学
校
教
諭
の
協
力
を
得

て
公
民
館
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
13
㌔

㍍
の
う
ち
、
６
㌔
㍍
を
歩
き
ま
し
た
が
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
員
完

歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
の
井
出
山
稜
さ
ん（
６
年
）は「
途

中
に
は
ツ
ル
ハ
シ
で
岩
盤
を
掘
り
進
ん
だ

跡
も
残
っ
て
い
て
、
大
変
な
大
工
事
に
挑

戦
し
た
先
祖
の
苦
労
と
偉
大
さ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

受賞を喜ぶ大峯さん

受賞を喜ぶ木村さん

子ども達に雑巾のプレゼント

　市老人クラブ連合会（平瀬敏行会
長）が志布志地区内の小・中学校や病
院などに雑巾1300枚を寄贈しました。
　全国的に取り組まれている「ひと
り１枚雑巾運動」で実施されたもの
で、２月１日に健康ふれあいプラザ
で老人クラブの代表から教育委員会
に雑巾が手渡されました。
　高齢者から雑巾をもらった小・中
学校では、老人クラブにお礼の手紙
を出すなど、交流を深めています。
　毎年、心のこもったプレゼントを
ありがとうございます。

県地区対抗女子駅伝

　1 月 27 日、第 20 回鹿児島県地区
対抗女子駅伝競走大会が、霧島市の
隼人運動場を発着する特設コース６
区間 21.0975Km で開催されました。
　曽於チームは昨年と変わらず４位
で A クラスを守りました。
　市内出身選手では、5 区（3km）
に斉野このみ選手（鹿児島女子高等
学校１年生・志布志中卒）が出走
し、区間１位の快走で、累計順位を
３位に押し上げる活躍をいたしまし
た。斉野選手の今後の活躍を期待し
ます。

柳田選手から斉野選手へのタスキリレー

心のこもった贈りものをありがとうございます

大切に育てられた新鮮ないちごが初出荷されました 田之浦中の生徒に話をする坂下さん

時折冷たい雨の降る厳しいコンディションで力走する選手

ツルハシで岩盤を掘り進んだ跡の残るトンネル
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都
城
～
志
布
志
道
路

　「都城志布志道路」は、宮崎県都城市から曽於市を経由して志布志市までの延長約 40km の自動車専用の地域高
規格道路です。この道路は九州縦貫自動車道や東九州自動車道と接続されることで、日本の食糧生産基地である志
布志市はもとより大隅半島と志布志港が一体となった物流の効率化が進み、地域の活性化や地域間交流を促進する
役割を担うことが期待されています。

　

２
月
15
日
、
都
城
志
布
志
道
路
の
松
山

～
有
明
北
間
、
約
４
㌖
の
開
通
式
が
、
有

明
北
IC
付
近
で
行
わ
れ
、
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
曽
於
市
末
吉
町
か

ら
有
明
北
ま
で
の
約
８
㌖
が
通
行
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

通
り
初
め
式
で
は
、
や
っ
ち
く
松
山
藩

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
来
賓
の
方
々

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
伊
﨑
田
小
学
校

児
童
ら
の
手
に
よ
る
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
、
関
係
者
に
よ
る
通
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
森
山
裕
衆
議
院
議
員
が
「
今

回
の
開
通
は
大
隅
半
島
の
発
展
を
促
進
す

る
た
め
の
第
一
歩
」
と
述
べ
、
本
田
市
長

は
「
こ
の
道
路
が
全
て
完
成
す
る
と
、
都

城
・
志
布
志
間
の
輸
送
時
間
が
現
在
の
70

分
か
ら
40
分
に
短
縮
し
、
広
域
医
療
の
充

実
、
地
域
の
経
済
交
流
の
拡
大
、
沿
道
の

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
、
多
く
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
本
地
域
の
発
展
の
た
め

に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
で
す
の

で
、
一
日
も
早
い
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
10
日
に
は
開
通
を
記
念
し

た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
８
０
０
人
と
い
う

多
く
の
市
民
等
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
道

路
に
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ

ま
し
た
。

　

今
後
、
地
方
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
問
題
等
の
進
行
に
よ
り
活
力
が
段
々

減
っ
て
い
き
、
都
市
部
と
の
格
差
が
拡
大

す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
窮
地
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
地
方
が
主
体
性
を
発
揮
す

る
に
は
、
地
域
間
の
特
色
あ
る
産
業
・
文

化
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

「
道
路
」
は
最
も
基
盤
と
な
る
社
会
資
本

で
あ
り
、
地
域
間
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
た
相
乗
の
効
果
を
発
揮
す
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
道
路
は
、
今
回
の
開
通
で

全
体
の
５
分
の
１
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
都
城
市
の
平
塚
IC
と
五
十
町

IC
間
も
平
成
21
年
度
中
の
供
用
開
始
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
有
明
北
IC
～
有
明
IC

間
（
４
㌖
）
及
び
志
布
志
IC
～
志
布
志
港

間
（
３
㌖
）
の
整
備
区
間
指
定
、
さ
ら

に
は
県
境
を
ま
た
ぐ
梅
北
IC
～
末
吉
IC
間

（
７
㌖
）
の
調
査
区
間
指
定
を
急
ぎ
、
早

期
の
全
線
開
通
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

松山～有明北間開通！
健
脚
を
競
っ
て

し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

３
月
２
日
、
志
布
志
港
を
背
景
に
走
る

第
３
回
し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
中
心

に
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
で
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら

６
６
９
人
の
参
加
者
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
、
10
㌔
、
５
㌔
、
３
㌔
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
月
25
日
、
26
日
に
全
国
健

康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

志
布
志
市
で
は
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
が

計
画
さ
れ
、
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
で
は
、
４
歳
か
ら
３
㌔
コ
ー

ス
に
出
場
し
た
81
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
の

方
が
参
加
し
て
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ

て
、
志
布
志
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
、
南
部
消
防
署
、
交
通

安
全
協
会
、地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、

体
育
協
会
な
ど
、
多
く
の
方
が
大
会
の
運

営
に
携
わ
り
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、コ
ー
ス
上
の
沿
道
で
は
、

親
子
で
臨
時
の
給
水
所
を
設
置
し
、
選
手

に
水
や
き
ん
か
ん
、
み
か
ん
を
提
供
す
る

姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
多
く
の
応
援
の
方
が

選
手
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

是
非
、
来
年
は
皆
さ
ん
も
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

号砲とともにハーフマラソンの選手は一斉にスタートしました

3Km 小学生男子 榎 園　 隼 青 葉 小 学 校 0:10:39
3Km 小学生女子 平 野 優 Ｓ Ｋ Ｒ Ｃ 0:11:31
3Km 中学生男子 池 上 正 瑛 加治木中学校 0:09:35
3Km 中学生女子 佐 元 綾 華 大崎第一中学校 0:10:54
3Km29 以下男子 杉 元 優 樹 尚 志 館 高 校 0:09:49
3Km29 以下女子 桃 木 和 恵 尚 志 館 高 校 0:11:17
3Km39 以下男子 下小野田 剛 チームガウガウ 0:11:24
3Km39 以下女子 又 木 彩 子 0:16:13
3Km40 歳代男子 有 村 憲 治 有 村 歯 科 0:9:54
3Km40 歳代女子 中津川みゆき 0:15:31
3Km50 歳代男子 志 水 幸 一 0:10:51
3Km50 歳代女子 後藤 千鶴子 0:13:22
3Km60 歳代男子 岩 元 紀 一 0:14:20
3Km60 歳代女子 村上千代子 出水マスターズ 0:21:43
3Km70 歳代男子 山 口 正 徳 鹿児島さわやか 0:12:40
5Km 中学生男子 吉 村 大 輝 加治木中学校 0:15:47
5Km 中学生女子 﨑 山 優 里 加治木中学校 0:19:02
5Km29 以下男子 岩 松 翔 馬 尚 志 館 高 校 0:16:20
5Km29 以下女子 上 档 千 夏 尚 志 館 高 校 0:18:53
5Km30 歳代男子 石 橋 一 真 0:21:51
5Km30 歳代女子 吉 村 昌 子 ドラえもん 2 号 0:22:51
5Km40 歳代男子 野 迫 宣 昭 京 セ ラ 国 分 0:17:10
5Km40 歳代女子 井手加代子 曽於中央スポーツ 0:23:48
5Km50 歳代男子 前 田 泰 郎 志布志マジカル 0:19:20
5Km50 歳代女子 小 谷 イ ク 0:21:36
5Km60 歳代男子 斉 藤 和 洋 0:19:06
5Km60 歳代女子 中島イツ子 騎射場走ろう会 0:44:21
5Km70 歳代男子 清 水 常 喜 0:23:47

10Km29 以下男子 三 島 晃 真 尚 志 館 高 校 0:33:25
10Km29 以下女子 吉 村 茉 末 鹿大ゴナゴナ 0:46:57
10Km30 歳代男子 徳 永 慶 一 0:38:39
10Km30 歳代女子 図 師 明 子 0:42:31
10Km40 歳代男子 白 石 光 男 牧 園 町 陸 協 0:36:27
10Km40 歳代女子 神 田 美 幸 0:51:55
10Km50 歳代男子 横 手 幸 雄 0:41:55
10Km50 歳代女子 鳥 越 妙 子 マ ジ カ ル 0:53:30
10Km60 歳代男子 前 田 利 保 三股陸上クラブ 0:38:05
10Km70 歳代男子 徳 重 益 雄 国分ランナーズ 0:51:11
ハーフ 29 歳以下 男子 森 山 英 昭 そおリサイクル 1:11:13
ハーフ 29 歳以下 女子 新 里 友 美 1:39:54
ハーフ 30 歳代 男子 高 山 孝 一 1:20:16
ハーフ 30 歳代 女子 渡 邉 薫 志布志マジカル 1:37:27
ハーフ 40 歳代 男子 郷 原 正 文 食肉衛生検査所 1:22:54
ハーフ 40 歳代 女子 徳永喜久子 チームエルモ！ 1:49:58
ハーフ 50 歳代 男子 平 嶺 明 光 かめさんくらぶ 1:28:56
ハーフ 50 歳代 女子 松 元 博 子 1:43:05
ハーフ 60 歳以上 男子 大 山 正 行 湯之里ドライ 1:32:39
ハーフ 60 歳以上 女子 松 永 啓 子 1:41:07

ポートマラソン各部門優勝者

志布志港

志布志市

曽於市

志布志IC

有明IC

有明北IC

松山IC

末吉IC

梅北IC

今町IC
五十町IC
平塚IC
南横市IC

乙房IC

都城ＩＣ

220

東　
九　
州　
自　
動　
車　
道

宮
　

崎
　

自
　

動

　

車
　

道 10221

10

269

222

鹿児島県

宮崎県

高木町～乙房町区間
約6km（整備区画指定H19.3.30）

乙房町～五十町区間
約8km（整備区画指定H10.12.18）

梅北町～末吉町区間
約7km（計画路線指定H6.12.16）

末吉ＩＣ～松山ＩＣ区間
約4km（H17.2.18開通）

松山ＩＣ～有明北ＩＣ区間
約4km（H20.2.15開通）

有明町伊﨑田～志布志町安楽区間
約4km（整備区画指定H18.3.31）

三股町

大崎町

都城市

多くの方が参加した開通記念ウォーキング大会

田
中
裕
之
安
全
協
議
会
会
長

池
田
孝
促
進
協
議
会
副
会
長

鈴
木
克
宗

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長

森
山
裕
衆
議
院
議
員

仮
屋
基
美
県
副
知
事

金
子
万
寿
夫
県
議
会
議
長

開
通
式
協
賛
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

本
田
市
長

仙
名
節
男
志
布
志
警
察
署
長
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「
志
布
志
市
を
特
用
林
産
物
（
枝
物
）

の
国
内
有
数
の
産
地
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
話
す
坂
下
宗
法
さ
ん
（
志
布
志
町
内
之

倉
）
は
、
14
年
前
か
ら
特
用
林
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
、
５
㌶
の
サ
カ
キ
や
シ
キ

ミ
、
ヒ
サ
カ
キ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
林
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
重
労
働
で
地
域
の
高
齢
者
に
は
大
変

な
作
業
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
場
調

査
等
を
行
い
特
用
林
産
物
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
出
荷
や
販
売
ル
ー
ト
づ
く
り

に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
す
坂
下
さ
ん
で

す
が
、
最
近
は
市
場
の
需
要
に
生
産
が
追

い
つ
か
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

特
用
林
産
物
の
栽
培
に
は
、
初
期
投
資

も
少
な
く
、
高
齢
者
で
も
生
産
で
き
る
品

目
と
し
て
市
内
全
域
に
普
及
を
図
る
た
め

の
推
進
活
動
も
展
開
し
、
平
成
13
年
に
花

木
生
産
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、

33
人
の
会
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
が
、
新

市
誕
生
と
同
時
に
10
人
程
の
新
規
加
入
が

あ
り
そ
の
栽
培
面
積
は
市
全
体
で
16
㌶
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
用
林
産
物
は
、

正
月
や
盆
、
春
と
秋
の
彼
岸
な
ど
の
需
要

期
の
ほ
か
、
首
都
圏
で
お
墓
に
飾
る
花
と

し
て
安
定
し
た
需
要
も
あ
り
ま
す
。

　

２
月
６
日
、
鹿
児
島
県
森
林
・
林
業
振

興
大
会
が
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
志
布
志
花
木
生
産
組

合
の
組
合
長
で
あ
る
坂
下
宗
法
さ
ん
が
特

用
林
産
物
の
産
地
づ
く
り
の
部
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
坂
下
さ
ん
が
特
用
林
産
物
の

生
産
に
長
年
取
り
組
み
、
特
に
栽
培
記
録

や
生
産
実
績
を
詳
細
に
記
録
し
、
高
品
質

の
枝
物
生
産
に
寄
与
さ
れ
、
生
産
量
・
生

産
額
も
着
実
に
増
加
し
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
頃
は
志
布
志
花
木
生
産
組
合
の
組
合

長
と
し
て
特
用
林
産
物
の
新
た
な
産
地
づ

く
り
を
目
指
し
、
面
積
の
拡
大
に
向
け
た

研
修
会
や
、
市
場
調
査
等
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

受
賞
を
期
に
「
今
後
は
、
優
良
品
種
の

導
入
と
肥
培
・
病
害
虫
防
除
を
徹
底
し
、

市
場
動
向
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商

品
の
安
定
的
出
荷
に
努
め
産
地
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
の
新
し
い
産
業
に
育
て
よ
う
と
坂
下

さ
ん
の
努
力
は
続
き
ま
す
。

定植して 1 年経過するシキミ畑で坂下さんと妻のヤエ子さん

Vol16. 坂下宗法さん（70 歳）

志布志花木生産組合の皆さん。新しい志布志市の産業に育てようと力を合わせて頑張っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（皆さんも新たな産地づくりの仲間入りしませんか！）1�　市報しぶし■ 2008.�

特用林産物（枝物）で新たな産地づくりを！

曽
於
チ
ー
ム
総
合
２
位
で
ゴ
ー
ル

　

第
55
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
、
２
月
16
日
か
ら
20
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
曽
於
チ
ー
ム
は
完
全
優
勝

し
た
姶
良
チ
ー
ム
と
毎
日
肉
薄
す
る
レ
ー

ス
が
続
き
、
昨
年
同
様
総
合
２
位
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、８
人
の
選
手
が
出
場
し
、

坂
中
伸
作
選
手
（
１
日
目
・
11
区
）、
坂

中
省
章
選
手
（
３
日
目
・
６
区
）、
鮎
川

俊
一
選
手
（
５
日
目
・
３
区
）
が
区
間
賞

を
取
る
な
ど
、
総
合
２
位
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
小

旗
を
振
り
鳴
ら
し
、
全
て
の
力
走
す
る
選

手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
結
婚
を
機
に
志
布
志
市
に
転
入

し
た
今
西
信
夫
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
多
く
の

応
援
は
大
変
心
強
く
、力
も
湧
き
ま
し
た
。

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に

来
年
こ
そ
は
優
勝
す
る
姿
を
見
せ
た
い
」

と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
の
好

意
に
よ
り
、
２
月
19
日
の
伊
﨑
田
中
継
所

で
は
、
手
作
り
ソ
バ
・
お
に
ぎ
り
・
煮
し

め
等
、
志
布
志
中
継
所
で
は
、
ガ
ネ
・
お

に
ぎ
り
等
の
志
の
お
も
て
な
し
が
あ
り
、

選
手
や
大
会
関
係
者
も
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
ま
た
、
沿
道
か
ら
か
ら
選
手
に
熱
い

声
援
を
送
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和田幸也選手

今西信夫キャプテン

地元ゴールする坂中伸作選手

最終日力走する江川一正選手

坂中省章選手（右）

毎年心のこもったソバのおもてなしありがとうございます

地元志布志市で子どもたちの声援を受けて力走する後藤健太選手（通山小学校前）

春の足音を響かせながら・・・
選手のみなさん感動をありがとう！
～第 55 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会開催～

鮎川俊一選手 抜迫久也選手
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21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

海
岸
へ
の
ポ
リ
容
器
漂
着
に
つ
い
て

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
で
も
あ
り
ま
し
た

様
に
、
全
国
で
、
海
岸
等
に
ハ
ン
グ
ル
文

字
表
記
の
ポ
リ
容
器
が
漂
着
し
て
い
ま

す
。

　

鹿
児
島
県
で
も
、
奄
美
、
喜
界
島
、
沖

永
良
部
島
等
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ポ
リ
容
器
は
強
酸
性
で
、
素
手
で
触
れ

る
と
大
変
危
険
で
す
。
万
が
一
、
発
見
さ

れ
た
場
合
は
、
触
れ
ず
に
、
市
役
所
環
境

政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

草
・
木
せ
ん
て
い
枝
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

各
家
庭
で
、
草
む
し
り
を
し
て
出
た
草

等
に
つ
い
て
、
ご
み
収
集
所
へ
出
す
際
に

は
、
資
源
ご
み
袋
（
透
明
）
に
入
れ
て
、

必
ず
生
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
の
横
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
せ
ん
て
い
枝
に
つ
い
て

は
、
約
１
㍍
に
切
っ
て
、
紙
ひ
も
で
縛
っ

て
、
生
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
の
横
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
生
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
の
中
に
入
れ
な
い

よ
う
に
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■問い合わせ先　市役所環境政策課　℡ 474-1111（内線 131）

　

今
回
は
、
湧
水
保
全
・
復
活
活
動
支
援

検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
環

境
省
で
は
、健
全
な
水
循
環
確
保
の
た
め
、

湧
水
保
全
・
復
活
活
動
支
援
事
業
を
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
湧
水
は
、
水

循
環
の
恵
み
の
象
徴
で
あ
り
、
地
下
水
・

地
盤
環
境
が
健
全
に
保
た
れ
て
い
る
「
覗

き
窓
」
と
し
て
保
全
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
全
国
で
モ
デ
ル
地
域
が
志

布
志
市
を
は
じ
め
４
か
所
選
定
さ
れ
、
湧

水
の
実
態
、
保
全
・
復
活
活
動
の
現
状
、

具
体
的
な
計
画
な
ど
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
が
選
定
さ
れ
た
理
由
と
し

て
、「
シ
ラ
ス
台
地
と
い
う
自
然
的
特
性

と
武
家
屋
敷
と
い
う
社
会
的
特
性
を
兼
ね

備
え
た
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
湧
水
」
と

い
う
点
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

調
査
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
が
２
月
１
日

に
第
２
回
湧
水
保
全
・
復
活
活
動
支
援
検

討
会
に
て
行
わ
れ
、
志
布
志
市
役
所
環
境

政
策
課
か
ら
は
西
川
課
長
補
佐
、
横
峯
主

事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
シ
ラ
ス
台
地
で
は
、
雨

水
が
染
み
こ
み
や
す
く
、
透
水
性
が
大
き

い
火
山
流
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
、
シ
ラ
ス

の
厚
い
台
地
で
は
、
地
下
水
位
が
低
い
特

徴
が
あ
る
こ
と
、
現
在
ま
で
調
査
し
た
湧

水
に
つ
い
て
は
、
水
質
も
良
好
で
あ
っ
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら

に
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

志
布
志
市
に
と
っ
て
も
水
は
非
常
に
大

切
な
資
源
で
す
。
市
内
で
は
、
水
道
水
源

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
湧
水
を
含
め
た
地

下
水
の
利
用
も
多
く
、
こ
の
有
限
な
資
源

を
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
世
界
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

水
が
不
足
し
て
い
る
地
域
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ

め
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
日
本
も
そ
う
な

ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
あ
る
水
資
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
を

改
め
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

第
４
回　

小
幡
一
夫
さ
ん

　

マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
は
、

自
分
で
道
路
な
ど
の
あ
る
区
間
を
決
め
て

そ
の
区
間
の
ご
み
拾
い
な
ど
を
す
る
こ
と

で
す
。
拾
っ
て
き
た
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ビ
ン
な
ど
は
、
分
別
し
て
資
源
ご
み

と
し
て
出
し
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
取
り
組

み
が
、
市
内
の
道
路
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ

た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
小
幡
さ
ん
は
志
布
志

町
安
楽
で
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
昨
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
で
し
た
。

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
役
員
を

し
て
い
る
の
で
、
私
が
や
ら
な
い
訳
に
は

い
か
な
い
で
し
ょ
う
」
と
一
輪
車
を

押
し
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

最
初
の
頃
は
、
自
宅
か
ら
国
道

２
２
０
号
線
ま
で
の
往
復
１
・
５
㌖

を
拾
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ポ
イ
捨
て

さ
れ
て
い
る
ご
み
が
多
い
の
で
、
現

在
は
、
更
に
そ
の
周
辺
も
拾
っ
て
い

る
た
め
、
朝
９
時
頃
に
出
か
け
る
と

帰
り
は
昼
過
ぎ
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

特
に
小
幡
さ
ん
が
担
当
す
る
区
間

で
目
に
つ
く
の
は
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
だ
そ

う
で
す
。
信
号
機
付
近
は
特
に
多
い
の
で

す
が
、
交
通
量
も
多
い
た
め
な
か
な
か
拾

う
の
も
難
し
い
と
い
い
ま
す
。
ま
た
「
道

端
の
草
む
ら
の
中
に
も
吸
い
殻
が
落
ち
て

い
る
の
で
火
災
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
」

と
話
し
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合
で
、
一
週
間
に
１
回
か
２

回
の
活
動
で
す
が
、
始
め
た
頃
に
比
べ
て

道
路
に
落
ち
て
い
る
ご
み
は
大
分
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
私
は
、
こ
の
活
動
は
苦
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
目
の
前
で
ご
み
を
捨
て
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
も
の
の
、
拾
っ
た
後
、
す
ぐ

に
生
ご
み
な
ど
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る

と
さ
す
が
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
幹
線
道
路
は
人
目
が
あ
る
の
で
ご
み

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
少
し
外
れ
る

と
ご
み
が
多
い
よ
う
で
す
。
見
て
回
る
だ

け
で
も
ご
み
は
減
る
と
思
う
の
で
、
散
歩

を
兼
ね
て
健
康
な
間
は
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」と
話
す
小
幡
さ
ん
で
し
た
。
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指
定
ご
み
袋
の
価
格
の
変
更

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
志
布
志
市
指
定
ご
み

袋
の
価
格
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

4 月以降
200 円

120 円

200 円

120 円

330 円

220 円

380 円

現 在
180 円

110 円

180 円

110 円

300 円

200 円

350 円

種　類
一般ごみ袋（大）

一般ごみ袋（小）

資源ごみ袋（大）

資源ごみ袋（小）

一般ごみ袋（大）

一般ごみ袋（小）

資源ごみ袋

区分

家庭係

事業系

ハイイロゴケグモにご注意
　先日、市内の港湾付近で、ハイイロゴケグ
モ（写真）が発見され、発見場所付近や大浜
緑地公園内を駆除するために薬剤散布を行い
ました。
　ハイイロゴケグモとは、亜熱帯地方が原産
の外来種のクモで、大きさが約 0.5 ～ 1㌢、
全体が黒っぽい色で、特徴として腹部に赤色
の模様が見られます。毒を持っています。
　生息場所は、日当たりが良い場所や排水溝
やマンホールのふたの裏など暖かい場所を好
みます。

　咬まれた場合、痛
みと腫れが起こり、
ひどい場合には全身
に広がることもあり
ます。かまれた場合
は、毒を水で洗い流
し、医療機関で治療
を受けてください。

　

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治

体
の
首
長
自
ら
が
集
い
、
相
互
に
意
見
を

交
わ
し
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
か
ら
の

地
球
環
境
保
全
活
動
を
推
進
・
発
信
す
る

場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。
滋
賀
県
高
島
市
な
ど
26

市
町
村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
18
年
7
月
に
一

度
企
画
し
ま
し
た
が
、
大
雨
で
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
志
布
志
市
で

再
度
開
催
し
、
循
環
型
社
会
や
新
し
い
社

会
シ
ス
テ
ム
の
提
案
が
で
き
た
ら
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。（
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
場

の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
3
月
25
日
ま
で

に
市
役
所
環
境
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。）

■
日
時　

4
月
24
日
（
木
）　

13
時
10
分

　
　
（
こ
の
日
は
「
し
ぶ
し
の
日
」
で
す
）

■
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
本
庁
隣
）

■
内
容　

●
基
調
報
告

　

環
境
省
水
大
気
環
境
局
土
壌
環
境
課

　

地
下
水
・
地
盤
環
境
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
塚
哲
朗
氏

　

環
境
と
平
和
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
地
球
村
』

　
　
　
　
　
　

代
表　

高
木
善
之

●
討
論
会

　
「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
導
入
に
向
け
て
」

【
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
】
一
定
の
金
額
を
預

か
り
金
（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
）
と
し
て
販
売
価

格
に
上
乗
せ
し
、
製
品
（
容
器
）
を
返
却

す
る
と
預
か
り
金
を
消
費
者
に
戻
す
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

モーターボート競走施行者協議会はコミュニティ活動の一環として行われる地域環境及び地球環境にかかる保全活動・教育
啓発の推進を図り、環境にやさしい取り組みに助成をしています。エコライフ 55 等の活動もこの助成により行っています。

一輪車でクリーン作戦を行います

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写真提供：窪健一

有明町山重にある湧水

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

第
５
回
地
球
環
境
を
考
え
る
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト



■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 265）
■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。

本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所福祉課		Tel	487-2111
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１
月
31
日
、
霧
島
市

で
、「
志
布
志
港
ポ
ー

ト
セ
ミ
ナ
ー
（
霧
島
地

区
）」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
企

業
に
、
志
布
志
港
の
良

さ
を
今
一
度
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
か

ら
取
り
組
み
を
始
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
鹿
児
島
県
の
今
井
泰
男
課
長
が
志
布
志
港

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
ア
ル
バ
ッ
ク
九

州
株
式
会
社
の
山
口
堅
二
取
締
役
鹿
児
島
事
業
所
長

が
、「
利
用
者
か
ら
見
た
志
布
志
港
」
と
い
う
特
別

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ッ
ク
は
、
真
空
技
術
を
応
用
し
た
機
械
を

作
る
メ
ー
カ
ー
で
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｆ
Ｐ
Ｄ

※
注
）を
作
る
装
置
を
作
っ
て
お
り
、世
界
で
の
シ
ェ

ア
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

実
際
に
、ア
ル
バ
ッ
ク
の
真
空
技
術
が
無
け
れ
ば
、

今
の
薄
型
テ
レ
ビ
や

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る

液
晶
や
プ
ラ
ズ
マ
な

ど
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
は
こ
の

世
に
存
在
し
な
か
っ

た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
今

後
、
ア
ジ
ア
圏
域
で

の
事
業
を
展
開
す
る

に
当
た
り
、
工
場
に

近
い
志
布
志
港
の
活

用
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

志布志港ポートセミナーが開催されました
　

年
々
、
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
少
量
な
ら
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
さ
な
い
人
で
も
、
大
量

に
吸
い
込
め
ば
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
る

日
突
然
、
花
粉
症
に
な
る
の
で
す
。

花
粉
症
を
予
防
し
よ
う

　

花
粉
症
の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
原
因
物
質

で
あ
る
花
粉
で
す
。
花
粉
を
吸
い
込
ま
な

け
れ
ば
花
粉
症
に
な
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
こ
の
花
粉
を
吸
い
込
ん
で
も

花
粉
症
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
に
分
か

れ
ま
す
。
こ
れ
は
体
質
や
食
生
活
、
生
活

環
境
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
す
で
に
花
粉
症
の

人
は
少
し
で
も
花
粉
症
の
症
状
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
ま
だ
花
粉
症
で
な
い
人
は
今

後
も
な
ら
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
生
活
環
境
と
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

②
健
康
と
体
調
管
理
を
行
う

③
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
す
る

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
だ
か
ら
と
い
っ
て
特

別
な
対
処
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
日

常
の
生
活
リ
ズ
ム
や
健
康
管
理
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
全
て
の
病
は「
免
疫
力
の
低
下
」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
の
で
す
。

日
常
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
に
く
い
体
作
り

を
し
ま
し
ょ
う

　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
語
る
上
で
も
っ
と

も
関
係
の
深
い
ア
レ
ル
ギ
ー
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
で
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
主

に
卵
、
大
豆
、
そ
し
て
牛
乳
が
ア
レ
ル
ゲ

ン
（
抗
原
）
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
卵
、
大
豆
、
牛
乳
、
ま
た
は

お
肉
な
ど
の
食
物
タ
ン
パ
ク
質
が
体
内
で

う
ま
く
分
解
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
り

ま
す
。

　

肉
食
中
心
で
高
タ
ン
パ
ク
・
高
脂
質
の

食
生
活
は
、
未
消
化
の
タ
ン
パ
ク
質
を
つ

く
り
や
す
く
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起

こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
こ
の
高
タ
ン
パ
ク
・
高
脂
質
の
食
生
活

を
改
善
す
る
こ
と
が
ま
ず
は
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

ま
た
運
動
不
足
も
体
の
抵
抗
力
を
弱
め

て
栄
養
の
消
化
吸
収
力
を
低
下
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
適
度
な
運
動
を
心
が
け
体
内

の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
へ
の
対
策
・
対
処
法

①
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
、
帽
子
、
め
が
ね

　

カ
バ
ー
や
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
着
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

②
花
粉
が
付
着
し
に
く
い
ナ
イ
ロ
ン
・
ポ

　

リ
エ
ス
テ
ル
製
の
衣
類
や
目
の
細
か
い

　

生
地
の
コ
ー
ト
な
ど
を
着
る
よ
う
に
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
衣
類
に
静
電
気
防
止
ス
プ
レ
ー

　

を
使
用
し
た
り
、
帰
宅
し
た
時
は
花
粉

　

防
止
ス
プ
レ
ー
を
利
用
す
る
の
も
効
果

　

的
で
す
。

③
帰
宅
時
に
は
衣
類
に
つ
い
た
花
粉
を

　

払
っ
て
か
ら
家
の
中
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

④
帰
宅
後
は
洗
顔
、う
が
い
、入
浴
（
シ
ャ

　

ワ
ー
）
す
る
等
し
、
衣
類
を
着
替
え
ま

　

し
ょ
う
。

⑤
掃
除
を
こ
ま
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う

⑥
窓
や
戸
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
窓
を
開
け
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
と
き
は
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
し

　

ま
し
ょ
う
。
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
の
静

　

電
気
に
よ
り
、
花
粉
の
進
入
を
防
ぐ
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

⑦
洗
濯
物
の
外
干
し
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

史
ふ み か

佳ちゃん 星
せ い じ

彰ちゃん 澪
み お か

佳ちゃん 龍
りゅうき

樹ちゃん 律
り え

恵ちゃん

佳
よ し き

輝ちゃん 智
と も な

菜ちゃん 陸
り く や

弥ちゃん

泰
た い ち

智ちゃん 涼
す ず は

葉ちゃん

麗
れ い ら

羅ちゃん 京
きょうすけ

介ちゃん 茉
ま な

那ちゃん 侑
ゆ う ま

真ちゃん

■2月14日（やっちくふれあいセンター）、2月21日（健康ふれあいプラザ）で行われた5歳児歯科検診で虫歯のなかった子どもたちです。

純
ま し ろ

白ちゃん

優
ゆ う

羽ちゃん

※注　フラットパネルディスプレイとはパネルの表面が平らな、文字や図形を表示する装置のことです。

志布志港ポートセミナーの様子

花
粉
症
〜
予
防
と
対
策
〜

さんふらわあシャトルバス運行開始 !
さんふらわあシャトルバス 3 月 1 日から　志布志港⇔鹿児島市内

　  予約制　運賃 : 大人片道 1,800 円、小人片道 900 円

　３月１日から、鹿児島市内と志布志港を結ぶシャトルバスが運行を開始しました！！
　これは、最短で鹿児島市内 ( 鹿児島港南埠頭、ドルフィンポート近く ) と志布志港を２時間５分で結ぶ「さ
んふらわあ」利用者専用の定期往復バスです。

志布志発

志布志港　発 南埠頭 / 高速船
ターミナル着 天文館　着 鹿児島中央駅着

月曜日～
土曜日 ０９：１０ １１：１５ １１：２０ １１：２５

日曜日 １０：１０ １２：１５ １２：２０ １２：２５

鹿児島市内から
鹿児島中央駅発

（東７番のりば）
南埠頭 / 高速船

ターミナル着 天文館　着 志布志港着

月曜日～
土曜日 １４：４５ １４：５０ １４：５５ １７：００

日曜日 １４：００ １４：０５ １４：１０ １６：１５

講演する山口氏

　このバスはさんふらわあを
利用される方専用のものです。
一般の利用はできませんので
ご了承ください。

■予約・問い合わせ先
株式会社ダイヤモンドフェリー
●志布志支店	℡ 099-473-0661
●鹿児島支店	℡ 099-213-5288
●大阪予約センター
　	 ℡ 06-6441-1411
●ダイヤモンドフェリー HP
http://www.sunflower-west.com/



　笑外楽集フェスティバル

　　～出かけよう集いの中へ　広げよう学びの輪～

2 月 23 日（土）・24 日（日）

志 布 志 市 文 化 会 館

■問い合わせ先　教育委員会	生涯学習課　Tel	472-1111（内線 333）　
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～
出
か
け
よ
う
集
い
の
中
へ　

広
げ
よ
う
学
び
の
輪
～
を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
平
成
19
年
度
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
2
月

23
日
・
24
日
、
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
は
、
春
一
番
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
生
涯
学

習
推
進
大
会
が
、
午
後
１
時
か
ら
24
日
に
か
け
て
生
涯
学
習
講
座
生
の

学
習
発
表
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
開
催
さ

れ
、
約
２
千
人
の
市
民
が
生
涯
学
習
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

推
進
大
会
は
、
学
習
発
表
と
し
て
志
布
志
中
2
年
3
組
の
息
の
合
っ

た
合
唱
と
、
潤
ヶ
野
小
３
・
4
年
生
の
劇
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

発
表
に
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

廣
中
邦
充
さ
ん
の
講
演
で
は
、
客
席
に
降
り
、「
子
ど
も
に
は
、
後
ろ

盾
が
必
要
」
と
、
平
成
の
か
け
こ
み
寺
の
実
践
に
、
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
北
原
照
久
さ
ん
の
講
演
は
、
夢
を
実
現
す
る
10
か
条
の

話
の
中
に
生
涯
学
習
の
出
会
い
と
き
っ
か
け
づ
く
り
の
多
く
の
示
唆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

唄
っ
て
踊
っ
て
笑
っ
て
泣
い
た
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

　

レ
ッ
ツ
ビ
ギ
ン
生
涯
学
習
!

大トリ　を飾った三味線
息ぴったり（志布志中学校 2 年 3 組）

会場に琉球の風

ウクレレでハワイヤン

これが幻の焼酎『創年の志』だ !

楽しい昼食「うめー！」

早朝より長蛇の列
ウルガノよいとこ一度はおいで『潤ケ野小 3・4 年生』

7 分間で 1 人で着れました

こめぞうくんも乱入！（先生ごめんなさい）
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教育委員会情報ネット

北原さんの講演後にサイン会 これをどうやって作ったんだろう

寒い中でもまこごろたっぷり

フェスティバルを支えた実行委員 食改善の相談も大にぎわい

今年もかわいかったヨ！ 会場はすっかりハワイの雰囲気 北原さんとハイポーズ

私の作品を買って

会場は熱気ムンムン

本気で生きるメッセージ（廣中先生）

琴の音にしっとり

大ウケ！オレが主役、ワタシが主役、みんなが主役

おにぎりおいしいよ
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市
民
に
対
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
周

知
度
に
つ
い
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
９
割
以
上
の

方
が
ご
存
知
で
し
た
が
、
燃
料
電
池
や
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
時
の
各

種
補
助
制
度
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

●
燃
料
電
池
…
水
素
と
酸
素
な
ど
を
化
学

反
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
を
お
こ

し
、
利
用
す
る
も
の
。
ま
た
、
電
気
を
お

こ
す
際
に
発
生
す
る
熱
も
利
用
で
き
ま

す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、導
入
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
性
や
、

事
業
採
算
性
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
主
体

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的

な
事
業
主
体
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

●
市
主
導
型
…
市
が
実
施
主
体
と
な
っ
て

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
ま
す
。
導
入

　

に
対
す
る
補
助
金
の
比
率
は
、
お
お
よ

　

そ
２
分
の
１
で
す
。

●
第
３
セ
ク
タ
ー
型
…
民
間
事
業
者
と
市

　

が
共
同
で
出
資
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

　

業
を
展
開
し
ま
す
。
市
の
出
資
率
に

　

よ
っ
て
補
助
金
の
比
率
も
変
動
し
ま
す
。

●
民
間
主
導
型
（
企
業
誘
致
）
…
民
間
企

　

業
が
主
体
と
な
り
営
利
を
目
的
に
新
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
企
業

　

誘
致
に
も
つ
な
が
り
、
税
収
等
で
市
の

　

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
例
と
し

　

て
大
規
模
な
風
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス

　

施
設
導
入
等
に
こ
の
ケ
ー
ス
が
あ
て
は

　

ま
り
ま
す
。
補
助
金
の
比
率
は
、
お
お

　

よ
そ
３
分
の
１
で
す
。

●
市
民
投
資
型
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
…
市

　

民
や
有
志
の
民
間
企
業
よ
り
、
新
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
の
事
業
費
を
募
っ
て
事
業
を
展

　

開
し
ま
す
。
北
海
道
な
ど
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
）

　

が
主
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
や
全
国
に

　

公
募
を
呼
び
か
け
、
風
力
発
電
建
設
に

　

至
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
補
助
金
の
比

　

率
は
、
お
お
よ
そ
２
分
の
１
で
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
「
志
布
志
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

き
、
事
業
者
や
市
民
の
皆
様
、
国
や
県
、

市
役
所
の
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
方
に
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
こ
で
、

■
事
業
者
の
取
り
組
み
と
し
て

●
事
業
活
動
の
中
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積

　

極
的
に
導
入
し
、さ
ら
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

や
、ご
み
ゼ
ロ
活
動
へ
取
り
組
み
ま
す
。

●
導
入
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
情
報
を
積

　

極
的
に
広
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　

普
及
啓
発
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

■
市
民
の
取
り
組
み
と
し
て

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
へ
の
取
り
組
み

　

に
積
極
的
に
参
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

　

題
に
関
す
る
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
環
境
問
題
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
団

　

体
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　

し
ま
す
。
ま
た
自
ら
団
体
を
組
織
し
、

　

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

同
じ
環
境
問
題
と
し
て
、
資
源
を
効
率

よ
く
使
う
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
つ
い
て
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新エネルギー導入推進について

2008.� ■市報しぶし　22

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「自閉症ボーイズ　ジョージ＆サム」　　

　シャーロット・ムーア　著
　一人ひとり、違っているから面
白いー。スニーカーをオーブンで
焼いてしまう兄。真夜中のトラン
ポリンが大好きな弟。ふたりの息
子が自閉症だと知った日から始ま
る、おかしくも大変な、シングル
マザーの子育て奮闘記。

■「ドロップ」　夏澄　　著
　女子高生の真帆は、大好きだっ
た堅治に突然ふられてしまった。
堅治をあきらめきれない真帆は、
彼の新しい彼女であるみさきの行
動を追い始めるが・・・。17 歳
の女の子の恋と友情、成長を描
いた甘くてせつない青春ストー
リー。（ポケスペ小説大賞　大賞）

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「美肌・アレルギー・風邪予防」

各分館の読み聞かせ会
■ 3 月 15 日（土）
　午前１0 時～　有明分館（改善センター内）１0 時～　有明分館（改善センター内）
■ 3 月 15 日（土）日（土）（土）
　午後２時～　松山分館（やっちくふれあいセンター内）午後２時～　松山分館（やっちくふれあいセンター内）

今月のテーマ図書
「春ですね」

図書館まつり開催でにぎわう

　2 月 23 日（土）、24 日（日）の両日、生涯学習フェスティ
バルに合わせて、図書館まつりを開催しました。23 日は
読み聞かせ会、24 日はブックマーケット、また、館内で
は読書感想文 ･ 感想画も展示され、多くの参加者でにぎわ
いました。

5

土

休館日カレンダー（本館）

April　4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
6 7 8 9 10 11 12

March　3 月
日 月 火 水 木 金
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

○

13 14 15 16 17 18 19

○
○

市民投資型の例【NPO 北海道グリーンファンド】
○グリーン電気料金制度：北海道在住でグリーン電気料金制度に参加する個
　人が、電気料金の５％を「グリーンファンド」として上乗せして支払い、
　市民共同の発電所（風力発電等のクリーンエネルギー）づくりのための基
　金とします。なお、賛助会員として１口５千円（個人、
　北海道電力管轄外の地域在住でも可）および団体・法
　人１口１万円での参加もあります。
○北海道市民風力発電：市民共同風力発電所の建設に賛
　同する個人が１口 50 万円の出資を行い、発電所建設
　の基金とする。完成後の発電電力による売電収入は次
　の発電所づくりへの資金となります。（出典：NEDO）

導
入
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

30 31

○

本の返却について
　あなたのご自宅に図書館の本はありませんか ?
　「ついうっかり」とか「自分の本と間違えていた…」など今
一度ご確認をお願いします。
　次の方がその本を待っているかもしれません。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

情
報
を
発
信

　市では環境に優しい「新エネルギー」の導入を目指
しています。これまで導入に向けた各種調査結果、ア
ンケート結果、導入の基本方針、導入構想などについ
て説明させていただきましたが、今月は導入を推進す
るための様々な取り組みについて紹介いたします。

燃料電池（出典：NEDO）

多くの人でにぎわったブックマーケット

読書感想文・画の展示読み聞かせの様子
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■問い合わせ先　企画政策課企画調整係　℡ 474-1111（内線 254）

事
業
主
体
を
検
討
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市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

道
路

　

最
近
の
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
上
昇
に
は

驚
い
て
い
ま
す
。
私
も
自
動
車
に
給
油

す
る
た
び
に
た
め
息
が
で
ま
す
。
都
市

部
で
は
好
景
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
方
で
は
ま
だ
そ
の
実
感
が
わ
か

な
い
う
ち
の
石
油
の
価
格
高
騰
で
、
市

民
の
皆
様
の
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
が
出
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

連
日
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
揮
発
油
税
な

ど
の
暫
定
税
率
が
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
'70
年
代
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
暫
定
措
置
と
し
て

「
租
税
特
別
措
置
法
」
で
設
定
さ
れ
た

も
の
で
、
本
来
の
税
額
に
ガ
ソ
リ
ン
１

㍑
あ
た
り
約
25
円
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
平
成
20
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
失
効
し
ま
す
。
暫
定
税
率
が
な

く
な
る
と
ガ
ソ
リ
ン
１
㍑
あ
た
り
「
約

25
円
」
安
く
な
る
と
い
う
の
で
す
。

　

先
日
、
国
土
交
通
省
が
、
今
後
10
年

間
で
約
59
兆
円
の
予
算
で
、
国
内
の
道

路
網
の
整
備
を
行
う
と
い
う
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の

予
算
の
半
分
は
こ
の
暫
定
税
率
に
よ
る

税
収
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
３
月
末
現
在
の
鹿
児
島
県

内
の
高
速
道
路
整
備
率
は
、
東
九
州
自

動
車
道
38
㌫
と
全
国
平
均
の
65
㌫
を
下

回
り
、
な
か
で
も
大
隅
半
島
は
24
㌫
と

大
変
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、暫
定
税
率
が
廃
止
に
な
れ
ば
、

鹿
児
島
県
で
約
１
９
５
億
円
（
平
成
19

年
度
当
初
予
算
試
算
）
の
減
収
と
な
り

市
で
も
３
億
円
程
度
の
減
収
と
な
り
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
道
路
の
整
備
は
も

と
よ
り
、
舗
装
の
ひ
び
割
れ
の
補
修
な

ど
管
理
、
維
持
補
修
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

東
九
州
自
動
車
道
や
都
城
志
布
志
道
路

の
全
面
開
通
に
つ
い
て
は
そ
の
計
画
す

ら
危
ぶ
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
移
動
市
長
室
で
も
道
路
整

備
に
関
す
る
要
望
は
多
く
、
市
民
の
安

心
・
安
全
・
快
適
な
暮
ら
し
に
「
道
路
」

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
県
内
６
団
体
も
暫
定
税
率
延

長
の
陳
情
を
行
っ
て
お
り
、
国
会
か
ら

目
が
離
せ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
当と
う
こ
ん今
の
毀き

よ誉
は
懼お
そ

る
る
に
足
ら

ず
、
後
世
の
毀き

よ誉
は
懼お
そ

る
可べ

し
、
一
身

の
得と
く
そ
う喪
は
慮
お
も
ん
ば
かる
に
足
ら
ず
、
子
孫
の

得と
く
そ
う喪
は
慮
お
も
ん
ば
かる
に
可
し
」
こ
れ
は
幕
末

の
儒
学
者
、佐
藤
一
斎
の
『
言
志
録
妙
』

の
一
節
で
、
今
の
私
た
ち
の
行
い
が
褒ほ

め
ら
れ
た
り
貶け
な

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
よ

り
も
後
世
の
毀き

よ誉
、
わ
が
身
の
利
害
よ

り
も
子
孫
に
与
え
る
影
響
を
考
え
て
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

　

確
か
に
、
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が

約
25
円
安
く
な
る
こ
と
は
魅
力
的
で
す

が
、
こ
の
暫
定
税
率
に
よ
り
大
隅
半
島

の
道
路
整
備
が
整
え
ば
、
農
畜
産
物
の

物
流
や
海
の
国
道
と
呼
ば
れ
る
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な
ど
、

私
た
ち
に
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
は
計
り

知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n
&
c
o
lu

m
n

組
織
機
構
再
編

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

住
民
ニ
ー
ズ
が
高
度
化
・
多
様
化

し
て
き
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
に
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
機
構
、
政
策
目

標
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
機
構

の
構
築
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
に
あ
た
り
「
総
合
支

所
方
式
」
を
採
っ
て
い
る
た
め
組
織

が
肥
大
化
し
て
い
る
ほ
か
、
団
塊
の

世
代
の
退
職
問
題
や
本
庁
と
支
所
と

の
連
携
の
問
題
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
組
織
機
構
の
再

編
を
進
め
る
た
め
、
平
成
23
年
４
月

を
最
終
目
標
と
す
る
「
組
織
機
構
再

編
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

再
編
計
画
期
間
の
取
組
方
針

■
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
対

　

応
で
き
る
住
民
ニ
ー
ズ
指
向
型
の
組

　

織
へ
の
再
編
を
推
進
し
ま
す
。

■
当
面
、
総
合
支
所
方
式
を
維
持
し
な

　

が
ら
、
本
庁
と
支
所
の
機
能
分
担
の

　

見
直
し
と
本
庁
へ
の
機
能
集
約
を
推

　

進
し
ま
す
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

　

す
る
も
の
を
除
く
）。

■
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
や
定
員
適
正

　

化
計
画
に
よ
る
職
員
の
削
減
に
伴

　

い
、
合
理
的
な
組
織
を
作
る
た
め
、

　

｢

グ
ル
ー
プ
制｣

の
導
入
を
推
進
し

　

ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
時
代
に
リ
ー

　

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
組
織
へ

　

の
再
編
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
、
課
及

び
係
の
数
を
、
平
成
19
年
４
月
時
点
と

比
較
し
て
、
平
成
23
年
４
月
時
点
で
３

分
の
２
程
度
に
縮
減
し
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
の
実
施
内
容

■
部
制
を
廃
止
し
、
課
制
へ
移
行
し
ま
す

　

部
長
職
の
廃
止
に
よ
り
、
管
理
職
の

人
数
削
減
と
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
図

り
ま
す
。

■
課
の
統
廃
合
を
行
い
ま
す

●
総
務
課
と
行
政
改
革
推
進
課
を
統
合

　

し
、
総
務
課
と
し
ま
す

●
市
民
課
と
環
境
政
策
課
を
統
合
し
、

　

市
民
環
境
課
と
し
ま
す
。

●
耕
地
課
と
林
務
水
産
課
を
統
合
し
、

　

耕
地
林
務
水
産
課
と
し
ま
す
。

●
土
木
課
、
都
市
計
画
課
、
管
理
課
を

　

統
合
し
、
建
設
課
と
し
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課
と
文
化

　

振
興
課
を
統
合
し
、
生
涯
学
習
課
と

　

し
ま
す
。

※
な
お
、
統
合
し
た
課
に
つ
い
て
は
、

そ
の
機
能
を
補
う
た
め
当
分
の
間「
室
」

を
設
置
し
ま
す
。

新
し
く
設
置
す
る
組
織
や

窓
口
の
変
更

■
畑
か
ん
推
進
室
の
設
置

　

農
政
課
内
に
畑
か
ん
推
進
室
を
設
置

し
、
現
在
の
耕
地
課
と
農
政
課
の
畑
か

ん
業
務
を
集
約
し
て
行
い
、
畑
地
か
ん

が
い
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
立
地
の
推
進

　

企
業
立
地
、
起
業
家
支
援
を
推
進
す

る
た
め
、
港
湾
商
工
課
内
に
企
業
立
地

推
進
係
を
設
置
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
が「
保
健
課
」

　

に
変
わ
り
ま
す

　

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
「
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
や
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
実
施
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
業
務
の
窓
口
を
市
民
課
か

ら
保
健
課
に
移
し
、
保
健
師
と
一
体
と

な
っ
た
効
果
的
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

（
支
所
の
窓
口
は
、
福
祉
課
保
健
係
に

変
わ
り
ま
す
。）

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
催

　

平
成
20
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
に
関
す

る
事
務
の
た
め
、
福
祉
課
内
に
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
を
設
置
し
ま
す
。

（
20
年
度
の
み
設
置
）

※
こ
の
ほ
か
、
内
部
事
務
の
本
庁
へ
の

集
約
や
、
係
の
配
置
見
直
し
・
名
称
の

変
更
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
４
月

時
点
の
課
・
係
の
状
況
は
、
左
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

行
政
改
革
推
進
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

本庁
総　務　課

行 政 改 革 推 進 室

・人事厚生係・行政係・秘書広報係
・消防防災係
・行政改革推進係

財　務　課 ・財政係・管財係・契約係
企画政策課

女 性 支 援 対 策 室
・企画調整係・地域政策係
・男女共同参画係

情報管理課 ・電算係・地域情報係
港湾商工課 ・商工振興係・観光物産係

・港湾振興係・企業立地推進係
税　務　課 ・市民税係・固定資産税係

・収納管理係・滞納整理係
・地籍管理係

市民環境課
環 境 政 策 室

・市民係・年金係
・環境政策係・環境整備係

福祉課（福祉事務所）・児童福祉係・社会福祉係・保護係
・ねんりんピック推進係

保　健　課 ・国民健康保険係・介護保険係
・保健対策係・地域支援係

農　政　課

畑 か ん 推 進 室

・農政係・農村振興係・生産流通係
・茶業振興係
・畑かん推進係

畜　産　課 ・畜産管理係	・	畜産指導係
耕地林務水産課 ・耕地係・農林土木係・林務係

・水産係
建　設　課

都 市 政 策 推 進 室
高 速 道 路 対 策 室

・管理係・用地係・建設係・維持係
・都市計画係	・建築係
・高速道路対策係

会　計　課 ・出納係
水　道　局 ・総務係・工務係
教育委員会分室 ・総務係・社会教育係
農業委員会分室 ・農地係
議会事務局 ・議事係・調査管理係
監査委員事務局 ・書記
選挙管理委員会事務局 ・書記
その他機関等 ・有明学校給食センター

志布志支所
地域振興課 ・総務係・地域振興係
税　務　課 ・税務係・地籍管理係
市　民　課 ・市民係・年金係・環境衛生係
福　祉　課 ・福祉係・保健係
産業振興室 ・農政係・畜産係・耕地係・林務係
建　設　課 ・管理係・土木係・建築係
教育委員会教育総務課・総務係・施設係
教育委員会学校教育課・学校教育係・指導係
教育委員会生涯学習課

文 化 財 管 理 室

・社会教育係・生涯学習係
・文化振興係・生涯スポーツ係
・指定文化財係・埋蔵文化財係

学校給食センター ・管理係
図　書　館 ・管理係
農業委員会分室 ・農地係
その他機関等 ・水道局業務係

松山支所
地域振興課 ・総務係・地域振興係
市　民　課 ・税務係・地籍管理係・市民係

・環境衛生係
福　祉　課 ・福祉係・保健係
産業振興室 ・農政係・畜産係・耕地係・林務係
建　設　課 ・管理係・土木係・建築係
教育委員会分室 ・総務係・社会教育係
農業委員会事務局 ・農地係

その他機関等 ・水道局業務係
・松山学校給食センター

※■は教育委員会の組織です。

平 成 20 年 ４ 月 志 布 志 市 組 織 図

志布志市介護予防講演会　開催日迫る !
演題：～健康で長生きのコツ教えます～

鎌 田  實  講 演 会
（諏訪中央病院名誉院長／チェルノブイリ連帯基金理事長）
■経歴　
1948 年	 東京に生まれる　1974 年		東京医科歯科大学医学部卒業
1974 年	 長野県諏訪中央病院にて地域医療に携わる
1988 年	 諏訪中央病院の院長に就任
	 一貫して「住民とともにつくる医療」を提案、実践
	 15 年間、チェルノブイリの救護活動に参加
1994 年	 その活動で『信濃毎日新聞賞（国際医療協力）』受賞
2000 年	 『平和・協同ジャーナリスト基金奨励賞』受賞

期日　平成 20 年 3 月 21 日（金）
開演　18:30（開場 18:00）
会場　志布志市文化会館ホール

※入場は無料ですが、整理券が必要に
　なります。（自由席）

【取扱所】…市文化会館・やっちくふ
れあいセンター・市役所売店・（株）島津
・三昧堂・くにみ書店・サンポートし
ぶしアピア・市内郵便局（簡易郵便局
を除く）

■問い合わせ先　本庁保健課　℡474-1111（164）　文化振興課　℡472-1111（340）
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志
布
志
ホ
ー
ク
ス

　

志
布
志
ホ
ー
ク
ス
は
、
市
内
で
は
初
め

て
の
中
学
生
硬
式
野
球
チ
ー
ム
と
し
て
平

成
19
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
部
員
は
発
足
１
年
目
の
た
め
、

志
布
志
市
、
大
崎
町
の
中
学
１
年
生
10
人

の
チ
ー
ム
で
す
が
、
大
会
で
は
２
年
生
３

年
生
中
心
の
チ
ー
ム
相
手
に
健
闘
し
て
い

ま
す
。

　

練
習
は
徳
重
城
二
監
督
、
神
田
一
洋
、

今
西
宏
コ
ー
チ
の
指
導
の
下
、
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
中
心
に
週
５
日
間
（
平
日
は
夕

方
、
土
日
は
昼
間
）
の
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

志
布
志
ホ
ー
ク
ス
は
、
勝
つ
事
の
み
を

目
標
に
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
野
球
の
本
当
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
野
球
を
高
校
・
大
学
・
社
会
人
・

で
き
れ
ば
プ
ロ
（
！
）
と
、
長
く
続
け
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
高

校
野
球
を
楽
し
む
た
め
、
野
球
を
嫌
い
に

さ
せ
な
い
こ
と
。
ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
こ
と

を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
志
布
志
ホ
ー
ク
ス
で
は
、
試

合
の
前
向
き
な
プ
レ
ー
の
ミ
ス
に
対
し
て

評
価
し
、選
手
が
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
、

高
圧
的
な
指
導
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

全
力
疾
走
を
怠
る
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
が

で
き
な
い
、
自
分
勝
手
な
プ
レ
ー
を
す
る

な
ど
チ
ー
ム
の
和
を
乱
す
様
な
行
為
に
対

し
て
は
徹
底
的
に
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
球
を
長
く
続
け
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
主
旨
か
ら
、
ケ
ガ
に
対
し
て
も

細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
的
な
こ
と
で
も
、
表
向
き
な

フ
ォ
ー
ム
で
は
な
く
、
運
動
力
学
的
に
ど

ち
ら
が
ベ
ス
ト
か
を
説
明
し
、
各
選
手
の

骨
格
の
違
い
な
ど
か
ら
く
る
一
番
力
が
入

る
位
置
は
ど
こ
か
な
ど
を
考
慮
し
た
上

で
、
ベ
ス
ト
な
フ
ォ
ー
ム
作
り
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
部
員
募
集
を
募
っ
て
い
ま
す

の
で
、
4
月
か
ら
新
中
学
生
に
な
る
野
球

好
き
な
方
は
、
お
気
軽
に
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

霧
岳
に
い
や
し
の
森
案
内
看
板
設
置

　

伊
﨑
田
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

（
丸
﨑
哲
朗
委
員
長
）
は
、
地
域
活
性
化

の
一
環
と
し
て
地
区
内
に
あ
る
霧
岳
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
本
年
度
の
総
仕
上
げ
と
し

て
、
霧
岳
に
整
備
し
た
「
い
や
し
の
森
」

の
案
内
看
板
設
置
と
桜
の
木
約
50
本
の
植

樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

丸
﨑
委
員
長
は
「
本
年
度
、
郡
植
樹
祭

が
こ
の
霧
岳
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
と
地
域
住
民
と
の
協
働
で
い
や
し

の
森
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展
望
所
も
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
看
板
設
置
等
は
森
林
環
境
税
を

財
源
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

志
布
志
市
共
生
・
協
働
推
進
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

■
活
動
の
内
容

　

委
員
会
で
は
、
共
生
・
協
働
の
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意
見
を
述

べ
、
ま
た
は
提
言
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
年
間
４
回
程
度
の
会
議
を

開
催
し
、
１
回
の
会
議
時
間
は
、
概
ね
２

時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
共
生
・
協
働
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

●
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
又
は
市

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

●
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る

　

こ
と
。

●
本
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で
な
い

　

こ
と
。

●
公
務
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
こ
と
。

●
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
志
布
志
市
役
所 

企
画
政
策
課
又

は
各
支
所
・
地
域
振
興
課
へ
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

３
月
28
日
（
金
）
必
着

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

　

E-m
ail

：tiikiseisaku@city.shibushi.lg.jp

　平成 20 年 4 月から 75 歳以上の高齢者等を対象に後期高齢者医療制度が始まります。
現在の老人保健制度では、国保や健保などの医療保険に加入しながら老人保健制度の対象となって
いましたが、後期高齢者医療制度では国保や健保などの医療保険からぬけて、独立した後期高齢者
医療制度に新たに加入することになります。
　なお、制度の内容については保険証に同封します〝制度周知パンフレット〟をご覧ください。
■対象者　75 歳以上の方及び 65 歳から 74 歳で一定の障害のある方

保険料について
　これまでの国保や健康保険などの保険料が、後期高齢者医療制度の保険料に切り替わるとともに、
高齢者の方一人ひとりが保険料を納めることになります。
　特別徴収（年金からの天引き）の方は 4 月、普通徴収（納付書払い）の方は、7 月に金額を通知
いたします。

助成事業について
　平成 20 年 4 月からの温泉保養所利用助成、はり・きゅう施術料助成、人間ドック助成につきま
しては、これまでどおり助成する予定です。申請の際は保険証と印鑑をお持ちください。
■近隣の主な温泉保養施設

※上記の『後期高齢者医療制度』につきましては、市議会の議決が必要となります。
■問い合わせ先　　市役所　市民課国民健康保険係（本所・各支所まで）
※保険料に関しましては市役所税務課までお問い合わせください。（本所・各支所まで）

保険証について
現在、お医者さんにかかる際は、保険証と一緒に老人医療受給者証を提示していますが、4 月以降は後期高齢者
医療の保険証のみを提示することになります。

　施設名 　住　所 　施設名 　住　所
松山温泉 志布志市松山町新橋 2091-5 ボルベリア ダグリ 志布志市志布志町夏井 203
大谷の湯 志布志市松山町尾野見 540 原田鉱泉湯 志布志市有明町原田 601-2
安楽温泉 志布志市志布志町安楽 250-1 篠段温泉 寿湯 大崎町野方 6172

（有）大黒 志布志市志布志町志布志2-20-2 メセナ住吉交流センター※ 曽於市末吉町二之方 2971-1
湯ノ山之湯 志布志市志布志町内之倉 7121 ※平成 20 年 3 月 1 日から利用できるようになりました

※ 3 月中旬から下旬に新しい保険証が郵送で届きますので、4 月 1 日（火）から使用してください。
※市国保の保険証および老人医療受給者証は 3 月 31 日（月）までの使用となりますので、4 月になりましたら裁
　断のうえ、破棄してください。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

設置した案内板とふるさとづくり委員会のメンバー

指導者とホークスのメンバー

＋ →

高齢者の医療制度が変わります
対象者には 3 月中旬から下旬に新しい保険証が届きます！

志
布
志
暮
ら
し
を
満
喫

し
て
い
る
素
敵
な
仲
間

平成 20 年 3 月 31 日まで 平成 20 年 4 月 1 日から

国民健康保険
などの保険証 老人医療受給者証

後期高齢者医療
の保険証

■問い合わせ先　市役所　市民課国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 123 ～ 125）
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短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

遙
か
と
も
忽
ち
な
る
と
も
迎
へ
た
る
九
十
五
厳
の
霜
月
七
日 

竹
永　

南
海

安
心
し
て
死
ん
で
ゆ
け
そ
う
な
夕
焼
け
を
し
ば
ら
く
見
て
か
ら
特
老
に
入
る 

暉
峻　

康
瑞

「
い
い
で
す
ね
」
つ
い
つ
い
じ
っ
と
み
て
し
ま
う
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
君
に
似
た
顔 

池
ノ
上
一
枝

終
日
を
雨
の
音
聞
き
一
人
吾
は
一
首
歌
わ
ん
と
言
葉
さ
が
し
ぬ 

岡
元　

初
子

里
神
楽
川
風
運
ぶ
太
鼓
の
音
耳
澄
ま
し
つ
つ
亡
き
禰
宜
し
の
ぶ 

折
田　

す
ず

女
に
も
出
来
ぬ
も
の
か
と
庭
の
樹
の
頂
き
落
せ
り
後
家
根
性 

児
玉　

末
子

耐
へ
た
へ
て
二
千
年
の
樹
齢
も
ち
仰
ぐ
頭
上
を
千
の
風
吹
く 

竹
永　

里
子

昼
下
り
番
の
目
白
姿
見
ゆ
密
柑
つ
つ
く
を
こ
の
眼
に
確
か
む 

外
山　

善
恵

指
定
席
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
収
ま
り
て
戻
り
ゆ
く
幼
眠
り
し
ま
ま
に 

西
江
美
津
子

酷
寒
に
ふ
る
へ
し
ろ
う
梅
ほ
こ
ろ
び
て
古
刹
の
庭
に
芳
香
放
つ 

林　
　

子

七
五
三
小
さ
き
草
履
に
小
さ
き
足
袋
か
ん
ざ
し
揺
ら
し
一
つ
身
の
ゆ
く 

平
川　

澄
子

階
段
を
下
り
る
怖
さ
を
と
え
へ
つ
つ
老
い
へ
の
道
を
一
歩
お
り
ゆ
く 

益
倉　

睦
美

朝
も
や
の
中
に
浮
き
立
つ
明
星
の
清
し
き
光
に
心
洗
は
る 

松
下　

芙
美

幼
児
は
暴
れ
る
鬼
に
豆
ま
け
ず
怯
え
泣
き
つ
つ
一
粒
食
べ
る 

松
田　

和
子

プ
ッ
ツ
リ
と
何
時
終
る
や
も
こ
の
齢
事
な
き
今
日
の
幸
せ
に
浸
る 

宮
原　

順
子

し
と
し
と
と
落
ち
る
雫
に
舌
出
し
な
が
ら
子
牛
は
吾
に
気
付
い
て
る
ら
し 

山
田　

和
子

木
枯
し
の
木
の
葉
散
り
に
し
街
路
樹
よ
車
少
な
し
原
油
高
値
に 

山
元
ハ
ツ
ミ

人
も
来
な
い
電
話
も
鳴
ら
ず
置
去
り
に
さ
れ
た
気
が
す
る
一
人
居
の
夜 

若
松
田
鶴
子

さ
つ
ま
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

篤あ
つ
ひ
め姫
も
観か

ん
こ光
ん
目め

だ玉
め
忙せ

し

こ
ち
ょ
っ 

新
地　

十
意

容も

や易
し
字じ

を
加と

し齢
の
沙さ

た汰
じ
ゃ
ろ
思お

め
出だ

さ
じ 

末
村　

琢
詩

東と
う
だ
い
で

大
出
恩お

ん
し師

を
顎あ

ご

で
使つ

こ
た
く
っ 

橋
口　

笑
二

訳わ
け
あ有

い
の
暦

こ
よ
ん

の
印し

る

し
勘か

ん

ぬ
し
っ 

福
山　

吉
連

狂く

る
で
け
た
手て

も
と元

度は
た
れ
っ々

割わ

い
茶ち

ゃ
わ
ん碗 

木
藤　

富
美

寒さ

み
晩ば

ん

に
鍋な

べ

を
準し

こ備
た
や
箸は

し
ゃ
踊お

ど

っ 

竹
之
内
零
余
子

口く
っ
ど止

め
を
口く

っ
ど止

め
じ
ゃ
っ
ち
人ひ

て
語か

た

っ 

野
村　

三
味

口く
っ

が
元も

と

言ゆ

た
の
言ゆ

わ
ん
の
大う

そ
騒
動
で
な
っ 

樋
渡
草
団
子

高た

け
灯と

う
ゆ油
一い

っ

の
節か

ん
じ
ゃ約
か
朝あ

さ
ね寝
言ち

ゅ

っ 

満
留　

ぐ
み

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

紅
梅
が
散
り
重
な
り
て
庭
の
隅 

春
田　

良
子

活
け
て
よ
し
そ
の
ま
ま
も
よ
し
野
水
仙 

八
久
保
千
鶴
子

呼
び
寄
せ
て
猫
と
一
緒
に
日
向
ぼ
こ 

坂
中　

恭
子

雀
二
羽
飛
ん
で
散
り
た
る
梅
の
花 

飯
野
澄
美
子

豆
撒
い
て
心
の
邪
気
も
払
い
け
り 

坂
元　

幸
子

居
酒
屋
に
島
唄
流
れ
春
隣 

本
村　

湧
水

ぼ
ん
た
ん
の
甘
い
香
り
が
ぶ
ら
下
が
り 

春
日　

ふ
く

田
の
神
も
お
方
も
酔
う
て
春
祭 

本
村
多
可
子

　　　啓
け い し

司さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（志布志町安楽）23 歳

勤務先：鹿児島県くみあい開発（株）
趣味：サッカー
余暇の過ごし方：ショッピング　理想の異性：優しくて気の利く人
今のお仕事はどうですか？：楽しい仲間に恵まれて充実しています。
夢は：ＦＣ志布志　Ｊリーグ昇格！！
志布志市に何を望みますか：小学校、中学校、高校、社会人サッカーを通して地域の活性化を！
ＦＣ志布志監督新谷さんから一言：
　サッカーに取り組む姿勢は、チーム内でも１、２を争うとてもまじめでやさしい人柄の
啓司君。
　あえて一言注文をつけるなら、ストライカーとしてはやさしすぎるかな !? もっと力強く
強引な面を出せれば、得点王と彼女はゲットできるのでは ??
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栗巢さん（86 歳）　　　　　　　　　　　　　		志布志町志布志

　栗巢さんの家の庭には手造りのゲートボール場があり毎日、
10 人位の友人が集まりゲートボールを楽しんでいます。
　「友達といる時が一番楽しい」と話し、手作りの釜土でお茶を沸

かして友人と世間話に花を咲かせています。雨の日にはゲートボー
ルができないので自宅でカラオケ大会になるそうです。

　若いころは、農業のほか建設現場の作業員として一生懸命働きました。「昔
は請け負い田植えというのがあって、女性だけで 15 日間くらい近所の田植え

を手伝ったりしたんですよ」と苦労話を懐かしそうに話します。
　健康の秘訣は毎食のごはんは腹八分目に食べることと牛乳を飲むことです。
また、カラオケが好きで入浴中もお風呂で歌ったりするそうです。
　また、昼には 30 分から 1 時間程は横になって新聞をじっくりと読み、夜は日
記を書いてから眠るといいます。その日記は数十冊になるといいます。
　多くの友人が毎日来るので子どもや孫も安心しているという栗巣さん。多く
の友人を大切にしながら、仲良く楽しく心豊かに暮らしています。

　　　光
こ よ み

詠ちゃん（1 歳）

　　　　　　　　　（志布志町志布志）

父　一真さん　母　真弓さん

　大きなケガや病気もなく元気にスク
スク育っています。
　最近は動物の鳴き真似が上手になり
ました。
　お父さんもお母さんもこれからの成
長を楽しみにしています♡（両親より）

　　			嵐
らんせい

青ちゃん（5 歳）・愛
あ み る

未琉ちゃん（3 歳）

　　			蓮
れんおう

旺ちゃん（8 か月）				　（有明町野神）
父　淳一さん　母　ひとみさん

　お兄ちゃんらしくなった嵐青、妹と弟の面倒を
みてくれて大助かり。もうすぐワクワク♡ドキド
キの一年生。がんばって！お兄ちゃんの真似ばか
りする、愛未琉。甘えんぼだけどママのお手伝い
いつもありがと♡ハイハイとつかまり立ちが上
達したけど寝返りができない蓮くん！！みんな
元気で仲良く大きくなあれ！！	　　			（両親より）

市
民
の
広
場

　　　秀
ひでふみ

文ちゃん（6歳）　　　（松山町新橋）
父　秀雄さん　母　左由美さん

　姉 2 人と毎日仲良く遊んでいます。
　時にはケンカもするけれど、姉達には、ま
だまだ手を出すことができずにいます。
　泣き虫で保育園でも先生を困らせています。
　そんな秀文ですが、４月からは小学１年生
です。頑張って学校に行ってほしいです。

（両親より）

春はもうすぐ・・・

友達が宝と話す栗巣さん

俳
句
（
志
布
志
句
会
）

家
訓
と
は
老
母
の
背
中
よ
初
日
の
出 

暉
峻　

康
瑞

冬
蝶
の
向
か
ふ
一
湾
荒
れ
止
ま
ず 

坪
田　

秀
邑

木
瓜
の
花
こ
れ
か
ら
愉
快
に
な
っ
て
来
る 

吉
田　

十
二

孫
三
人
つ
く
し
集
め
て
筆
の
花 

森　

真
砂
人

思
ひ
出
の
あ
り
て
忘
れ
て
山
茶
花
よ 

永
山　

又
生

川
鴨
の
ぷ
か
ん
ぷ
か
ん
と
大
落
輝 

肥
後　

洋
子

床
の
間
の
万
年
草
に
向
き
合
い
喜
寿
に
な
る 

天
水
美
穂
子

冬
麗
ら
田
の
神
肩
の
力
抜
く 

山
本　

節
子

【安楽山宮神社春祭り】
　2 月 9 日に山宮神社で、2 月 10 日に
安
や す ら

楽神社で安楽の春祭りが行われました。
　2 月 9 日には、お田植行事、浜下りなど
の神事、正月踊りが奉納されました。また

「庭回い」といって、安楽校区内の 9 つの
自治会を踊り回りました。
　また、2 月 10 日は、「庭回い」の後、午
後から安

や す ら

楽神社で「打植祭」が行われ、そ
のなかで「田打ち」「牛使い」「種蒔き」「田
植え舞」「田の神参拝」等のあと名物の「カ
ギヒキ」が行われ、最後に正月踊りが奉納
されました。
　この 2 日間はこの地域は春祭り一色に
なります。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2008.3

あ
た
や



今月の納税 納付期限　3 月 31 日（月）　     口座振替日　3 月 25 日（火）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（随期）　介護保険料（随期） 申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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『税金を　納めて築こう　日本の未来』有明中学校 3 年　小野　茜
あかね

（税を考える週間　標語の部大隅地域振興局長賞）

納
期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
19
年
度
分
確
定
申
告
分
の
納
付
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

平
成
20
年
３
月
17
日
（
月
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
付
期
限

　

平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

　

納
税
は
税
務
署
の
窓
口
の
ほ
か
、
お
近

く
の
銀
行
（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
や

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、

銀
行
や
郵
便
局
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変

便
利
で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
の
振
替
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
告
所
得
税
の
振
替
日

　

平
成
20
年
４
月
22
日
（
火
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
振
替
日

　

平
成
20
年
４
月
24
日
（
木
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
ま
た

は
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
お
分

か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
大
隅
税
務
署

　

℡
４
８
２
ー
０
０
０
７

●
鹿
児
島
税
務
相
談
室

　

℡
０
９
９
ー
２
５
５
ー
８
１
１
８

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）の

所
有
者
の
方
は
、
そ
の
所
有
す
る
資
産
の

課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
の
家
屋
新
築
・
増
改
築
・
取

り
壊
し
を
さ
れ
た
方
、
売
買
・
贈
与
・
相
続

な
ど
に
よ
り
土
地
・
家
屋
に
異
動
を
生
じ

た
方
は
、
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

に
間
違
い
が
な
い
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
期
間
・
手
数
料　

　

平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
５
月
30
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
・
祝
日
等
の
閉
庁
日
を
除
く
）

　

※
閲
覧
期
間
内
は
手
数
料
無
料
で
す
。

■
閲
覧
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

■
閲
覧
場
所　

本
庁
税
務
課
・
志
布
志
支

　

所
税
務
課
・
松
山
支
所
市
民
課

■
閲
覧
出
来
る
人

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
、

　

納
税
管
理
人

●
持
参
す
る
も
の　

印
鑑（
認
印
で
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
１
５
４
～
１
５
６
）

●
松
山
支
所　

市
民
課
税
務
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所　

税
務
課
税
務
係　

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１（
内
線
２
３
１
～
２
３
３
）

国
民
年
金
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
は

「
法
定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。「
法
定
免
除
」
は
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
人
や
障
害
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人
を

対
象
と
し
て
お
り
、
届
け
れ
ば
免
除
と
な

り
ま
す
。
今
月
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
免
除
と
な
る
「
申
請
免
除
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
申
請
免
除
は
４
段
階
で
す

　

こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
と
半
額
免
除
に

加
え
、
平
成
18
年
７
月
か
ら
４
分
の
３
免

除
と
４
分
の
１
免
除
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
４
段
階
の
免
除
制
度
を
「
多
段

階
免
除
制
度
」
と
い
い
ま
す
。
段
階
ご
と

に
納
め
る
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
と
な
る
人

②
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
前
年
の
所
得
が

　

１
２
５
万
円
以
下
の
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の

　

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

④
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
や

　

失
業
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
保
険
料
を

　

納
め
る
の
が
著
し
く
困
難
な
人

※
そ
の
ほ
か
に
も
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
や

学
生
納
付
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
９
９
４
ー

42
ー
５
１
２
１
）ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

全額免除

半額免除

4分の 3納付

半額納付

4分の 1
免　除

4分の 3免除 4分の 1
納　付

納付なし

３，６１０円

７，２１０円

１万８１０円

　免除が認められても、全額免除以外の人
は減額された保険料の納付が必要です。納
め忘れると、未納扱いとなってしまいます。

①所得が一定以下の人（平成 20 年度）

単身世帯 2 人世帯
（夫婦のみ）

4人世帯（夫婦・子2人、
いずれも16歳未満）

全額免除 57 万円（122 万円）92 万円（157 万円）162 万円（257 万円）
4 分の 3 免除 93 万円（158 万円）142 万円（229 万円）230 万円（354 万円）

半額免除 141 万円（227 万円）195 万円（304 万円）282 万円（420 万円）
4 分の 1 免除 189 万円（296 万円）247 万円（376 万円）335 万円（486 万円）
※ 2 人世帯と 4 人世帯は夫婦のどちらかのみに所得がある世帯の場合です。
※所得は本人だけでなく、配偶者や世帯主も各段階の免除基準に該当して
　いることが必要です。
※社会保険料控除などの控除額は個人により異なるため、この表はあくま
　でもめやすです。

市
消
費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
（
非
常
勤
嘱
託

職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
及
び

苦
情
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

■
募
集
人
数　

１
人

■
応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

●
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
て
い
る
「
消

　

費
生
活
専
門
相
談
員
」

●
（
財
）
日
本
産
業
協
会
が
認
定
し
て
い
る
「
消

　

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

●
（
財
）
日
本
消
費
者
協
会
が
認
定
し
て
い
る

　
「
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

■
勤
務
日
数　

月
14
日
勤
務

■
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
00
分

■
報
酬　
　
　

月
額　

９
万
４
５
０
０
円

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
・

本
人
自
筆
）
と
認
定
書
の
写
し
を
志
布
志
市
港

湾
商
工
課
宛
郵
送
も
し
く
は
直
接
持
参

■
申
込
期
限　

3
月
25
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

市の人口　　１月 31 日現在
人　口	 35,081 人	 	 （△ 39）
				男	 16,486 人	 	 （△ 15）
				女	 18,619 人	 	 （△ 24）
転　入	 58 人	 　転　出	 　71 人
出　生	 21 人	 　死　亡	 　47 人
世帯数	 15,640 戸	 	 （△ 5）

 志布志港　平成 19 年 12 月分

　①入港隻数	 	 58 隻
　　（日本 2、外国 56）
　②輸出	 9 億　2 百万円
　③輸入	 93 億 53 百万円

資料　鹿児島税関支署



災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

　

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
お
互
い
に

掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し
て
住
民

が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
た
と
き
、

交
通
事
故
の
被
災
者
及
び
そ
の
遺
族
に

対
し
、
見
舞
金
を
お
く
る
住
民
の
た
め

の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方　

４
月
１
日
現
在
で

志
布
志
市
内
に
住
民
登
録
、
又
は
外
国

人
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。（
出
稼
ぎ
、
就
学
等
で
一

時
的
に
転
出
さ
れ
る
方
で
も
加
入
可
）

■
共
済
掛
金　

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

で
す
。（
中
途
加
入
者
に
つ
い
て
も
同

額
で
す
。）

■
共
済
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
31
日

●
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　

行
政
事
務
連
絡
員
の
方
や
自
治
会
の

係
の
方
な
ど
に
加
入
者
分
の
掛
金
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　

志
布
志
市
役
所
総
務
課
及
び
各
支
所

地
域
振
興
課
の
窓
口
に
直
接
お
越
し
い

た
だ
き
、
加
入
者
数
分
の
掛
金
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
加
入
申
込
期
間

　

平
成
20
年
３
月
３
日
～
３
月
31
日

（
そ
れ
以
降
も
加
入
で
き
ま
す
が
、
４
月

１
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
市
で
申

込
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
が
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
。）

■
見
舞
金
請
求
期
限

　

事
故
発
生
日
か
ら
２
年
以
内

��　市報しぶし■ 2008.�

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課　

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
３
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課　
　

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

■
災
害
見
舞
金
支
払
い
の
例

例
１
）
小
学
生
が
道
路
を
自
転
車
で
走

行
中
、
転
ん
で
骨
折
し
、
完
治
す
る
ま
で

２
ヶ
月
か
か
っ
た
（
実
治
療
日
数
25
日
）

●
８
等
級　

３
万
５
千
円
の
見
舞
金

例
２
）自
動
車
事
故
で
３
か
月
の
入
院
。

退
院
２
か
月
後
再
手
術
の
た
め
１
か
月

入
院
。
そ
の
後
１
か
月
間
リ
ハ
ビ
リ
通

院
。（
実
治
療
日
数
１
４
０
日
）

●
４
等
級　

11
万
５
千
円
の
見
舞
金

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園

づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
期
間
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
１
年

毎
の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区

画
当
た
り
の
面
積
は
約
２
７
㎡
で
、
入

園
料
は
年
額
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
の
方
は
、
３
月
26
日

（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
入
園
希
望
者
が
多
数
の
時
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
み
先

　

志
布
志
支
所
産
業
振
興
室
農
政
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

銅
線
泥
棒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

昨
年
来
よ
り
様
々
な
金
属
の
盗
難
事

件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
茶
の
防
霜
フ
ァ
ン

電
線
（
銅
線
）
の
盗
難
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
茶
業
振
興
会
で

は
、
志
布
志
警
察
署
と
連
携
し
て
銅
線

盗
難
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
先
ず
有
明
支
部
に
お
い
て
銅
線
盗

難
防
止
の
看
板
を
作
製
し
、
そ
の
看
板

設
置
の
出
陣
式
を
「
銅
線
泥
棒
撲
滅
大

作
戦
」
と
題
し
、
２
月
29
日
に
志
布
志

市
内
の
茶
園
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

晩
霜
対
策
の
時
期
を
迎
え
、
生
産
者

全
員
で
銅
線
泥
棒
撲
滅
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
市
内
全
域

に
銅
線
盗
難
防
止
の
看
板
設
置
や
茶
園

巡
回
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、

被
害
を
防
ぐ
予
定
で
す
。

　

茶
園
の
周
辺
な
ど
で
不
審
な
人
物
や

車
を
見
か
け
た
際
に
は
、
警
察
署
な
ど

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

2008.� ■市報しぶし　�2

Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

※
対
象
者
に
は
平
成
20
年
３
月
下
旬
頃

に
実
施
通
知
と
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
保
健
課
保
健
対
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
６
）

　　

平
成
20
年
度
志
布
志
市

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
20
年
度
の

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
・
海
外
留
学
生
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

●
高
校
生

●
大
学
生
・
短
期
大
学
生
及
び
高
等
専

　

門
学
校
生

●
留
学
生
（
大
学
生
・
短
期
大
学
生
及

　

び
高
等
専
門
学
校
生
・
専
門
学
校
生
）

■
必
要
書
類

【
新
規
】
願
書
、
平
成
19
年
分
所
得
証

明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
／
所
得
制
限

５
０
０
万
円
以
下
）、納
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
の
も
の
）、住
民
票
（
親
権
者
）、

在
学
証
明
書
、
推
薦
書
等

【
継
続
】
平
成
19
年
分
所
得
証
明
書

（
世
帯
全
員
の
も
の
／
所
得
制
限　

５
０
０
万
円
以
下
）、納
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
の
も
の
）、
在
学
証
明
書

※
高
校
か
ら
大
学
に
、
大
学
か
ら
大
学

　

院
に
、
進
学
す
る
等
は
新
規
扱
い

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
４
月
30
日（
水
）

■
貸
与
金
額
（
年
額
）

　

高
校
生　
　
　
　
　
　

…
…
18
万
円

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
…
36
万
円

　

留
学
生　
　
　
　
　
　

…
…
60
万
円

■
募
集
要
件

　

本
市
に
４
月
１
日
現
在
で
３
か
月
以

上
在
住
す
る
方
の
子
ど
も
、
所
得
が

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
（
申
請
者
が

２
人
以
上
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。）
と
し
、
選
考
委
員
会
で
審
査
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い
て
翌
年
か

ら
５
年
～
10
年
間
で
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

　

有
明
教
育
課

●
℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

松
山
教
育
課

●
℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

入
札
参
加
の
お
知
ら
せ

　

本
市
の
公
有
財
産
を
、
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
次
の
と
お
り
売
払
い
ま
す
。

●
売
払
い
物
件　

土
地

●
所
在
及
び
地
番

　

志
布
志
町
安
楽
字
水
溜
１
９
０
番
27

●
地
目
及
び
面
積

　

地
目　

宅
地　

地
積　

１
７
５
・
42
㎡

●
用
途
地
域

　

都
市
計
画
区
域
内
第
一
種
住
宅
用
地

　
（
容
積
率
２
０
０
㌫
、建
ぺ
い
率
80
㌫
）

●
最
低
売
却
価
格　
　
　

１
９
３
万
円

●
そ
の
他　

隣
接
道
路
が
建
築
基
準
法

第
42
条
第
２
項
道
路
の
為
、
建
築
物
を

建
て
る
場
合
に
は
道
路
中
心
後
退
を
要

す
る
。

■
入
札
参
加
の
申
込
方
法

①
個
人
の
場
合

　

一
般
入
札
参
加
申
込
書
、
納
税
証
明

　

書
（
市
町
村
税
）
及
び
身
分
証
明
書

②
法
人
の
場
合

　

一
般
入
札
参
加
申
込
書
、
納
税
証
明

　

書
（
市
町
村
税
）
及
び
登
記
簿
謄
本

■
提
出
期
限

　

４
月
３
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

■
提
出
先

　

志
布
志
市
役
所　

財
務
課
管
財
係

　

志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課

●
入
札
・
開
札
の
日
時
及
び
場
所

①
入
札　

４
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時

②
開
札　

入
札
締
切
り
後
直
ち
に
開
札

③
場
所　

市
役
所
本
庁
別
館
１
階
会
議
室
Ｂ

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

財
務
課
管
財
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
（
内
線
２
４
１
・
２
４
２
・
２
４
３
）

農
林
漁
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税
に
つ
い
て

　

軽
油
取
引
税
は
、
道
路
の
整
備
・
改
修

等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
税
金
で
す
。

　

道
路
を
走
行
し
な
い
農
林
業
用
の
機
械

や
漁
船
で
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、
免
税

証
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
受
け
た
場
合

に
限
り
、軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
者

■
対
象
と
な
る
軽
油

●
次
の
機
械
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

動
力
耕
う
ん
機
そ
の
他
の
耕
う
ん
整
地
用
機

械
、
栽
培
管
理
用
機
械
、
収
穫
調
整
用
機
械
、

食
物
繊
維
用
機
械
、
畜
産
用
機
械
、
製
材
機
、

集
材
機
、
積
込
機
、
可
搬
式
チ
ッ
プ
製
造
機

●
船
舶（
漁
船
）の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

■
免
税
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
申

請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付
を

受
け
ま
す
。（「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」は
２
年

以
内
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

②
そ
の
使
用
者
証
を
示
し
て
、
必
要
な
数

量
だ
け
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

③
「
免
税
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
販
売

業
者
か
ら
「
免
税
証
」
と
引
き
換
え
に
、

免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。

④「
免
税
証
」に
よ
り
免
税
軽
油
を
引
き
取
っ

た
事
実
や
そ
の
数
量
な
ど
を
記
載
し
た
報
告

書
を
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
提
出
し
ま
す
。

■
免
税
額　

税
率
は
軽
油
１
㍑
に
つ
き

　

32
・
１
円
で
す
。（
３
月
31
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課
曽
於
総
務
分
室

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
１
１
１
１

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

３
期
・
４
期

　

予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
よ
り
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
、
中
学
１
年
生
及
び
高
校
３
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
の
方
に
対
し
表
記
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
予
定
は

次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
３
期

●
対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
。

●
実
施
予
定
時
期　

平
成
20
年
10
月
・
11
月

※
対
象
者
に
は
平
成
20
年
９
月
下
旬
頃

に
実
施
通
知
と
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

■
４
期

●
対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
。

●
実
施
時
期

実施日 実施場所 受付時間 対象地域

4月2日（水）やっちくふれ
あいセンター

13:00 ～
13:30 松山地域

4月2日（水）有明改善セン
ターホール

13:10 ～
13:30 有明地域

4月3日（木）アピア
2F ホール

13:30 ～
14:00

志 布 志・ 潤
ケ野・八野・
四 浦・ 森 山
地区

4月4日（金）アピア
2F ホール

13:30 ～
14:00

香月・安楽・
田之浦地区

　未成年者喫煙防止の取組みの一
環として、鹿児島県のたばこ自動
販売機は、2 月までに成人式別た
ばこ自動販売機に変わりました。
利用の際には専用のＩＣカード

「taspo（タスポ）」が必要になりま
す（発行手数料無料・年会費無料）。
申込書は、たばこ販売店店頭など
で入手できます。

出陣式



市役所本庁舎に売店ができました、切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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電子収納で県税の納付ができます

　平成 20 年１月から、個人事業税、自動車税など鹿児島
県の税金がご自宅のパソコンや携帯電話，ＡＴＭから電子
収納（ペイジー収納）サービスを利用して納付できるよう
になりました。
■「ペイジー（Pay-easy）」とは
　金融機関のインターネットバンキング，モバイルバンキ
ングやＡＴＭ等を利用して「いつでも・どこでも・かんた
んに」納付できるマルチペイメントネットワークを活用し
て提供するサービスのことです。
■対象　鹿児島県税（個人事業税、自動車税、不動産取得税、
鉱区税等）のうち、納税通知書等に「ペイジー（Pay-easy）」
マークが記載されているもの
■納付方法　鹿児島県が指定する金融機関の電子収納（ペ
イジー収納）サービスに対応しているインターネットバン
キング、モバイルバンキング、ＡＴＭ等
■ご利用にあたって
●払込手数料は無料です。ただし、ＡＴＭで納付する場合、
　利用時間帯によっては金融機関所定の時間外手数料が必
　要な場合があります。
●電子収納（ペイジー収納）サービス利用にあたっては手
　続きは必要ありません。ただし、インターネットバンキ
　ング及びモバイルバンキングのご利用はあらかじめ金融
　機関へのお申込みが必要です。
※電子収納サービスを利用して納付された場合、領収証は
発行されません。領収証が必要な方は、金融機関等の窓口
で納めてください。
※金融機関によっては、ＡＴＭ等の利用方法や利用時間が
異なりますので、各金融機関にお問い合わせください。
 問い合わせ先　県庁税務課　℡ 099-286-2196

パートタイム労働法が変わります！
～平成 20 年 4 月 1 日施行～

　少子高齢化、労働力人口減少社会で、パートタイム労働
者がその能力をより一層有効に発揮することができる雇用
環境を整備するため、パートタイム労働法が改正されまし
た。
　改正の主な内容は、以下のとおりです。
●労働条件の文書交付・説明義務
●均衡のとれた待遇の確保の促進
　（働き・貢献に見合った公正な待遇の決定ルールの整備）
●正社員への転換の推進
●苦情処理・紛争解決の援助
 問い合わせ先
　鹿児島労働局雇用均等室　℡ 099-222-8446
　http://www.mhlw.go.jp/topics/2007/06/tp0605-1.html
　県庁雇用労政課　　　　　℡ 099-286-30

高橋忠史ライブ 2008
■日時　３月 23 日（日）① 15:00 ～　② 18:00 ～
■場所　若潮千刻蔵トンネル貯蔵庫
■入場料　2,000 円（当日 2,500 円）
	問い合わせ先　生涯学習センター　℡ 472-3050

志布志市にお住まいで仕事を探しをされている方へ
本気で探そう、あなたの未来

　お仕事探しのための志布志市地域職業相談室に求人自己
検索パソコンが新たに設置され、いっそう利用しやすくな
ります（3 月 17 日より稼働予定）。簡単な画面操作で求人
内容や求人一覧の確認や印刷がご自分でもできます。
■業務取扱日　月曜日～金曜日
　　　　　　　（ただし祝日・年末年始は除きます）
■取扱時間　8:30 ～ 17:00（ただし 12:00 ～ 13:00 は昼休
　　　　　　みのため業務の取扱はしていませんが、求人
　　　　　　の閲覧はできます）
■取扱内容　求人情報提供・職業相談・職業紹介
■他のサービス　求人情報誌（毎週水曜日）
　　　　　　　　求人自己検索パソコン
　　　　　　　　Ｑメール（メールでの求人情報提供）
 問い合わせ先　ハローワークおおすみ　℡ 482-1265
　志布志市地域職業相談室（志布志市役所志布志支所 2 階）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡ 471-1710

自転車旅行の写真展を行います

　平成 19 年 9 月から 1 か月かけて宗谷
岬から佐多岬まで約 3600㌔を走破した
霧島市のタクシー運転手野間茂樹さんの
写真展が、開催されます。
　鹿児島県内はもとより旅の途中で撮影した出会いの温か
さに満ちた写真200枚が展示されます。是非ご覧ください。
■開催期間　3 月 17 日～ 23 日
■開催場所　サンポートしぶしアピア
■入場料　無料
 問い合わせ先　サンポートしぶしアピア　℡ 472-5111

2008.� ■市報しぶし　��

県立宮之城高等技術専門校入校生募集

　平成 20 年度の木工・建築大工関係の技術・技能の習得
を目的とした入校生を追加募集します。
■募集人数　室内造形科…中卒高卒以上（2年間）：欠員数
　　　　　　建築工学科………高卒以上（2年間）：欠員数
■受付期間　3 月 26 日（水）まで
■選考日時　3 月 27 日（木）
■選考方法　筆記試験（数学、国語）・面接
　　　　　　建築工学科は（数学Ⅰ、国語（現代文））・面接
■選考場所　宮之城高等技術専門校
■合格発表　3 月 28 日（金）
 問い合わせ先　鹿児島県立宮之城高等技術専門校
　℡ 0996-53-0207　Fax0996-53-0993
　雇用保険受給者は最寄りのハローワークへ

セーフティネット保証制度（第５号）のご案内

　原油価格高騰により、指定業種に該当し、経営に影響を
受けている中小企業者の方は、セーフティネット保証制度
が利用できます。
　セーフティネット保証制度とは、中小企業者の資金調達
の円滑化を図るために、県信用保証協会が通常の保証限度
額とは別枠で保証を行う制度です。
■保証対象者　経済産業大臣の指定した業況の悪化してい
る業種（2 月 1 日現在 115 業種）に該当し、事業所の所在
地を管轄する市町村長の認定を受けた方
■認定要件　次の１又は２のいずれかの要件を満たしてい
ること。
　１　最近３ヵ月間の平均売上高等が前年同期比５％以上減少
　２　①原油等が売上原価の 20％以上を占める
　　　②最近１か月の原油等の仕入単価が前年同期比 20％
　　　　以上上昇
　　　③最近３ヵ月間の月平均売上高に占める原油等の月
　　　　平均仕入価格の割合が前年同期を上回る
※①～③の全てに該当していることが必要です。
　なお、この他にも「緊急経営対策資金」を設けています。
	問い合わせ先　市役所港湾商工課または
　鹿児島県信用保証協会保証部（℡ 099-223-0271）まで

３月
４月

16日 山口内科（内科） ℡473-1188
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
20日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
23日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
30日 びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
  東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
６日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  山口内科（内科） ℡473-1188
13日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107 

3月・4月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

3月

4月

■松山地区　
３ 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
４ 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
３ 月 11 日～３ 月 17 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
３ 月 18 日～３ 月 24 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
３ 月 25 日～３ 月 31 日	 山本組	 ℡ 472-1101
４ 月 １ 日～４ 月 ７ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
４ 月 ８ 日～４ 月 14 日	 高吉組	 ℡ 472-0271
４ 月 15 日～４ 月 21 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
３ 月	 	 有明水道土木	 ℡ 475-0635	 有線 3672
４ 月	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008	 有線 2691

水道修繕当番店

今 年、10 月 25 日、26 日
に全国健康福祉祭「ねんり
んピック」が鹿児島県で開
催されます。



30
志布志市くらしのカレンダー

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

麻しん風しん4期混合予防接種（32㌻参照）
　　（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
　　（13:10～13:30受付 有明改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）

麻しん風しん4期混合予防接種（32㌻参照）
　　（13:30～14:00受付 アピア２階ホール）

麻しん風しん4期混合予防接種（32㌻参照）
　　（13:30～14:00受付 アピア２階ホール）

31

3/14

15
4/1

16

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2
17

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
1歳児歯科相談（9:30～9:45受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

3

18

4

5

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
市内小中学校入学式

特設人権相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

6

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

11

12

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

13

14

春分の日

19

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
市介護予防講演会（18:00開場 市文化会館）講師：鎌田實

20

21

(金)

22

(土)

市内小学校卒業式

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

年金移動相談所開設（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）
1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　  （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

24

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳児歯科相談/育児相談（13:30～15:00 やっちくふれあいセンター）

25

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

26

27

28

29

日曜当番医は35ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

-
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編
集
後
記

▼
３
月
２
日
、
し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン

が
開
催
さ
れ
多
く
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
▼
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
60
歳
代
、

70
歳
代
の
選
手
が
、
練
習
不
足
の
若
い
選

手
を
尻
目
に
快
調
に
走
る
姿
に
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
▼
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て

な
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
体
調
管
理
を
行
い
、
練

習
を
重
ね
て
き
た
の
だ
と
努
力
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
▼
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
と
、
こ
っ
そ
り
心
に
誓
い
ま
し
た
。

▼
10
月
25
日
、26
日
に
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
、
志
布
志

市
で
は
「
マ
ラ
ソ
ン
競
技
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
▼
全
国
か
ら
元
気
な
高
齢
者
が
集
ま

り
、
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
様
々
な
交
流
が

行
わ
れ
る
か
と
思
う
と
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
▼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
は
選
手
に

声
援
を
送
り
、
選
手
の
走
る
姿
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
本
）

　

３
月
・
４
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

３
月
23
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

３
月
23
日
、
４
月
４
日
、
16
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
山
重
芝
用
）

　

毎
週
日
曜
日
11
時
～
14
時

掘
り
出
し
物
市
（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

４
月
14
日
（
10
時
～
）

ニ
ュ

ー
ス

・
ご

意
見

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま

で
ご

一
報

く
だ

さ
い


